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｢私有公営｣分収林業を

｢地域森林｣輪伐計画で

‘察 画 L

●まえがき

考えれば

ひらたたれお

平田種男
東京大学名誉教授

1923年紀伊生まれ。1947年東京大学林科

卒。以後同科で働き，1983年定年退職。以後

無（常勤）職です。趣味の山歩きは昨年秋ま
で，現在は自転車乗りではなく，これを押し
て川沿いの道を散歩するのが日課です。

造林費(C)は林111i算法等の林業計算で最も関心を払われた項目であります。林分

単位で林業を考えるときは,Cの利回りはどのくらいになるか，公定歩合を超えるか

超えないか，造林袖助を必要とするほど低利回りか，どうか等。しかしそのような論

議はともかく，今私たちが直面している重大な局面は何でしょうか。それは林主，林

地所有者が，採取はするが造（育）林を忘れたかのような出来事が有名林業地でも珍

しくない，ということではないでしょうか。それは林家の怠慢によることではなく，

正直な経済センスの現れではないでしょうか。これからの林政は，このような状況を

どう見るべきでしょうか。

●ここで考える森林・林業の範囲
前々から述べてきたことですが，これからの林業を考えるためには，個々の林分に

②－林業技術No.7022000.9
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おいてではなく，その集合としての森林において，さらに森林の集合としての地域森

林，小さくても現行の地域森林計画区のような大きさの森林において，連年的な林業

生産，丸太の採取と立木の育成等が行われる森林地域で考えます。そして，その生産

に直接，間接に関係する地域住民，私有林主，労働者，それに公私の諸組織等から成

る森林地域で考えます。このような地域森林は生産（財）として利用されると同時に

地域住民の環境（財）として国有，民有等に関係なく，正に公的に保全されなければ

ならない場所（トポス）であります。このような地域森林は，これまでの地域森林計

画区の範囲を形式的・内容的に包み込む大きさのものであります。

●持続可能の森林経営とは

この考え方は今や世界的に合意されたものでありますが，まだまだコトバの段階で

あります。それは各国，各地域で具体化されなければなりません。例えば日本のよう

な林業の先進国では，保続という言葉で聞き慣れていますが，その具体化という点で
いま

は未だ十分ではないでしょう。この考え方の基本を大約して数値化したものが輪伐期

である，と考えますが，林業の先進国日本では敗戦後，これが表面から消えているの

は問題ではないでしょうか。そして持続可能の森林（経営）とは，少なくとも地域・

森林・計画の行われている森林（経営）を指す，と考えてゆきます。

ところで，その地域森林における（持続）計画（の樹立とその実行）の中味は何で

しょうか。第一に，地域森林における年（平均）主伐面積の表示であります。年伐材

積（主･間伐材積）は第二次量と考えます。天然林でもこれに準じます。ha量は計画

の背骨であり9m3量はha量により，それに従って必要に応じて求められる量です｡面

積規準の計画は粗放で古く，材積規準の計画は精細で新しい，との見解は実際的では

ないでしょう。材積量は必要に応じて，林分別に，時に単木的に調査されれば事がす

むわけです。ともかくもha表示は計画の絶対要請です｡そしてこれを数値化したもの

が輪伐期，特に目標輪伐期であります。輪伐期一般を〃と記号し，特に計画が目標と

する輪伐期を〃掌と記号することにします。序での話ですが,森林内部で林分ごとに考

えられる予定伐採齢(伐期)が初めにあり，〃はそれらの平均である，と見るより，初

めに地域森林全体にかかる〃*があり，それによって具体的に各林分の伐期が,必要に

応じて予想され,やがて実行されて伐採齢が明らかになるわけです。〃掌を想定します

と地域森林Fhaの年（主）伐面積(f=F/"竈）が算定され，年伐（丸太）材積（フ

ロー）〃が推定されます。そのとき，先の〃＊と，この〃との積〃叢りが，この地域森

林の丸太（材積）生産能力を示すものと考えられます。これがこの森林のフロー（"）

に対応するストック量であります。所与の森林面積や自然成長量はストックに関係す

る因子ですが，これを林業的に現実化したものが況蒙〃－ストックです。つまり計画値

"零をはめ込まないような単なる立木ストックーいわゆる現実蓄積などは,かえって現

実的なものではありません｡計画,特に〃掌を，丸太年伐量を考えて初めて自然森林が

経営森林となる，との考え方こそ現実的ではないでしょうか。自然環境としての森林

保全に関しても同様な考え方が必要でしょう。路網計画など……。

このようにして算定されましたこの森林のストックとフローは，建前としましては，

平均的に恒常的なものとみなされなければならないものとなります。ダムの規模（深

林業技術No.7022000.9-⑬
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さと広さ）と放水量でたとえられますように，このような循環的（すなわち，輪伐・

輪植的）な生産は，そもそも静的で，一見消極的であるかのようなものであることを

認めてかからなければなりません。今日これまでの，いわゆる経済発展とは反対方向

のことですが，計画的な地域森林の動きは本来そのようなものであったし，これから

も基本的には変わりえないでしょう。生産力増強と称して無理に力んだこともありま

したが，もはやそのようなまねは繰り返しえないでしょう。よろしく森林計画の原形

に還ることを自覚し，周りの状況に目を奪われることなく，かえってそれを批判・平
とき

観するべき時代かもしれません。

もちろん私たちの周りは私たちの仲間，私たちそのものであります。しかし私たち

森林・林業の側，環境保全・林業経営に関係する者は，すなわちまた農水・牧畜業，

広義における生物原始生産（生活の基体，生産一般の原形）の側は，さきがけて自ら

の位置を明らかに確認すべきではないでしょうか。もとより金額やその効率は彼らの

場合，はるかに高いでしょうが，しかし未来にかかる彼ら自身の想像による予測は，

どれだけ当たるでしょうか。これを疑う必要もあるのではないでしょうか。彼らの期

待は結局は外れるように思われます。その理由を考えてみます。彼らの流れ，運動の

主刺Iは今日の段階では何でしょうか。それは200兆円／日（日本国の年予算の2～3

倍）という巨額の投機マネーの渦です。これがすべての実体経済を包む金融経済，い

わゆるカジノ資本主義の流れです。今日，すべての金融機関（大メーカーのファイナ

ンス部門を含む）は，この流れの中で機関投資家として，というより，明らかに投機

家として日夜，秒刻みで苦闘中です。その成果の一部が預金利子等，老人には年金と

して私たちにも配られます。私個人は投機の経験はありませんが，その私も結局は上

記の投機人の仲間であることを認めざるをえません。実体経済から離れた独歩の金融

経済も入ごとではありえません。私たち個人も，私たち森林関係人も機関投機家と同

様に，このような金融経済の行方を見つめ，これを想像しなければならないように思

われます。なぜなら，この動きは文字どおり「死に至る狂金,deaillofmadmoney」

と，当のアメリカ人が呼ぶほどの，全く新しい，しかも相当に煮詰まった状況のよう

に思われるからであります。それでもやはりこのような動きは，全く合理的な経済発

展の先端状況であり，特別に変わったことではない，と見ますか。これに従い難い原

始生産という実体経済は，世界の主流から外れたもの，と見ますか。

日本経済の回復とは一体どういう状態を指すのでしょうか。私の想像では回復より

も新生が求められるのではないでしょうか。これは私のペシミズムではありません。

日本新生の一環として原始生産の新生を，とりわけ私たちの場合，地域森林・分収林

業の新生を願います。

●地域森林・環境保全。分収林業
私は今日まで地域森林・環境保全・林業経営を考えてきましたが，第1，第2項を

そのままにして，ここで第3項の形態に着目して，地域森林・環境保全・分収林業を

考えてみます。では，その分収林業とはどういう形のものでしょうか。新しい点は地

域森林計画において分収林業を考えようとすることであります｡｢公的関与による森林

の管理・経営体制の整備」という言葉(p.23,林業技術No.689,1999.8)がありま

④－林業技術No.7022000.9



すが，私もこれを強調し，これを軸にして明日の森林・林業を考えようとします。

周知のように経営（経済）の要素は森林（林地）所有者，労働者，資本（投入）者
かなめ

および計画（経営）者から成ります。計画は経営の要です。この経営を地域住民が取

り巻きます。一般に経営形態を「私」と「公」（|卦，地方，市町村，その他）で分けま

すと，次の4種になります。(1)公有公営,(2)公有私営,(3)私有私営，それに(4)私有公

営です。日本では国有林野事業は(1)であり，いわゆる大小林家は，まあ(3)に属するも

のと見られます。(2)の部分林や(4)のケースは今日まではまれですが，土地所有と経営

が分かれているのが一般的な形態である，と考えまして，特に(4)の形態をあらためて

取り上げるのも無駄ではないでしょう。それどころか，これからの日本の森林・林業

の世界，特に造林意欲の消えた現状におきましては，かえって有効な経営形態なので

はなかろうか，と私は考えます。上記のような秒刻みの投機ゲームの渦の中で,50

年，100年先に回収される（と多くの人々が考えたような）いわゆる造林(撫育)投資

の考え方は，もはや現実的でありえないように思われます。それを行うのは例外者で

しょう。これを別に言いますと，長らく行われてきた造林補助金の考え方は全廃され

るべき秋だ，ということです。そのような公的資金は造林補助ではなく，別の新しい

名目のもとに，新しい地域森林に投ぜられなければならない，と考えます。造林補助

金をやめることは、それによって造林に関する公的費用を減らすのではなく，逆です。

私（民）有林への造林を全面的に公的資金で行うという提案です。またその労働力は

地域森林内外の住民から，総じて有給ボランティア方式で集めることも考えられます。

将来の話としてですが，自衛隊と並ぶ農役隊も考えられます。

それはともかくとしましても，これからの公的資金は，あくまでも数10年後の回収

を考えるものとしてではなく，どこまでも地域森林に対する年々の森林維持費の投入

であります（注1参照)。

ここでの要点は，森林(林地)所有者にして現在造林撫育を欲しない者は，森林(林

地）所有者に徹すること，もって公的資金による造林撫育のために林地を土地資本と

して提供すること，彼らにこれを要請します。以上は分収林業の一面であります。こ

れに参加するのは，このような私的地主，公的造林資本主，ボランティアを含む一般

労働者，および公的経営機関であります。

以上は従来の造林公社の拡大・一般化の線で発展を考えたことになります。ただし，

この地域森林における林業計画は，上記の新地域森林計画として公的機関がこれを行
のっと

い，これに則って伐植を実行します。従来の造林公社は，このような計画から離れた

ものでしたが，ここではあらためて新地域計画内に位置づけられます。つまり，この

地域森林計画は地域森林・分収林業（私有公営）を担当し，造林のみならず伐出も主

体的に行うもの，地域林業公社，または地域森林・分収林業公社とでも呼ばれるよう

な形のものです。これに参加する林地所有者の森林の伐植一施業一般は，この機関の

計画に従うことになります。これに属することなく独力自営する者はもちろん，自由

な林業家として残ります。これに参加する林地所有者は地代取得者として，この機関

が合理的に算定する地代相当分を連年的に分配されることになります(注2参照)。そ

れはもちろん，この地域森林・分収林業力漣年生産を開始する時点からです。

林業技術No.7022000.9-⑤
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注1）月尾嘉男氏（地域おこし塾塾長，新領域創成科学，東大工学部）は日経新聞コ

ラム(20001)で次の2項を明記されています：

(1)造林撫育は国民自発で，

(2)治山治水は国家事業で。

私の地域森林。分収林業・計画論は，この2項の間にあって，これをつなごうと

する一つの試みであります。そもそも(1)は，造林費C(1)の投入は私的経済に属する

ことではない，との言明であります｡(2)治山治水費C(2)の投入は,森林環境の維持。

保全費であり，そもそも公共的なものであるとのことです。これは従来の通説です

が;C(1)を，はっきりとC(2)と並べられたことの意味は大きい，と私は解釈します。

C(1)とC(2)は，ともに地域森林の維持。保全費として，また公的費用として，地域

森林に年々投入されなければならない費用です。

注2)zzhaの地域森林経営の純収益は(g－"）です。eは（丸太年伐量りに対する）

連年丸太収益,ルは連年林業生産費(伐出費十造林費)。この経営の土地生産性は(e-

ル)/〃として示されますので,それの資本生産性R={(g-A:)/"}/k=(e－〃)/z成と

なり，これをこの林業経営の収益性と呼びます。そのとき，この経営の地代（に相

等するもの）は（"片R－"〃R*)として示されます。ここでR琴は，例えば公定歩合

を示します。このとき土地所有者への分配率（＝地代率）は{1-(R*/R)}として

示されることになります。R>R*でなければ地代は出ません。

●むすび

地域森林･環境保全と私有公営･分収林業を地域森林輪伐計画〃＊で結合することを

述べました。〃＊は人工林では(100±50)年が相当であると思います。ここでは造林利

回り（内部収益率）の計算が行われませんから，必然的に大輪伐の森林計画が行われ

ることになります。このような郡潅は戦前のある時期に，まともに考えられたこともあ

り，特に目立つほどの数値ではありません。このような私有公営の分収林業・地域森

林輪伐計画を大枠として設定し，その枠内であらゆる種類の造林を勧めることを提案

します。もって子供から老人までの，企業人から公務員（広義）までの心身レクリエ

ーションに資することが望まれます。また，もってこれまで以上に積極的・主体的な

森林環境保全が期待されます。いうまでもなく，このような考え方は現在時点では幻

想と思われるでしょう。しかし，私たちは大変革の時代に備えて，これを考えます。

読者諸賢のご批判をお願いします。

［完］

日
林
協
か
ら
の
お
知
ら
せ

●『森林航測』191号（本年度1号）刊行のお知らせ（年度3回発行，本体570円十税，年度3号分購読の場

合送料サービス,B5判,24頁）…澤口勇雄「森林地帯におけるリアルタイムDGPSの実務性｣，眞島芳
明「岩手県における市町村向け森林GIS｣,宮本麻子･福田未来･西園朋広「超音波測高器「VERTEXⅢ」
を用いた計測｣，《緑の付せん紙》弓場憲生「安価なGPSも，結構やります！」，島崎俊雄「無人機・カイ
トプレーンシステムの概要｣，《紋様百態特別編》関東森林管理局東京分局森林技術センター「複層林保残

タイプ別試験地｣，《デジタル時代のワンポイント地図学》塚原弘一「7デジタル地図の利用(2)-GISのメ
リット」，ほか。

●《第48回森林･林業写真コンクール》作品募集中！…締切りは2001年2月末です。どしどしご応募くださ
い。詳細は本会総務部(aO3-3261-5281)までお問い合わせください。

⑥－林業技術No.7022000.9
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「里山林｣とは，集落や農地の周辺にあって，薪

炭材や肥料となる落葉など，生活に密着した資材

を継続的に供給してきた森林のことである。里山

林は「雑木林」とも呼ばれるように，コナラ･クヌ

ギやシイ・カシといった萌芽力の強い広葉樹林や

天然生のアカマツ林などの人手の加わった二次林

から構成されており，スギ･ヒノキなどの人工林や

竹林などを含むことも多い。

里山林の構成と利用形態は地域ごとに特色があ

り，製鉄，製塩，窯業などの地元産業とも関連し

て，地域独自の景観と文

蕊
化を形成してきた。また

里山林は，地域環境の保

全にも大きい役割を果た

してきた。

しかし大戦後，石油や

化学肥料の利用が急激に

拡大し，里山林の利用は

停滞し放置されていった。

この間,パルプ用材やキノ

コ原木の利用もあったが，

多くの里山林が針葉樹用

材林や宅地・リゾート用地などへ転換していった。

里山林は適切な施業を行うことで維持されてきた

ものであり,放置されると林相の維持や再生が困難に

なり，地域特有の景観を失うことにもなっていった。

最近は環境問題への森林の役割が大きく評価さ

れており，これまで循環的利用によって二次的自

然ながら，安定して維持されてきた日本の風土の

原風景ともいえる里山林に対する関心も高まり，

新しい環境の中での里山林の再生が強く期待され

てきている。

新しい里山林への期待としては，身近な自然の

観察教育,体験の場としての活用，半自然の生態

系としての生物多様性の保全，さらには森林バイ

オマスの多目的利用，特にエネルギー利用などが

挙げられている。しかし,収入の上がらぬ里山林の

整備には多くの困難があり，所有者,地域住民,行

政機関の協力システムづくりが重要な課題となっ

ている。最近の自然･健康志向の高まりにより，里

1
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の豊かな里山林が広がっている｡海上の森は,瀬戸

の窯業による過剰利用により一時荒廃したが，適

正な管理によって立派に回復した里山林である。
えいち

｢自然の叡知｣をテーマとし，自然と人間との新し

い関係づくりを目指すこの万博では，里山林の新

しい将来像と基本的な整備方向について多方面か

ら検討され，万博の中でその一部が試行されるこ

とが期待されている。
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、
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ロポケット図鑑山菜一身近で採れる山菜265種－，丸山尚敏=著，成美蝋出版(aO3-3814-4351),

2000.3,¥1,200,A6．415p

ロヤマケイポケットガイド⑮きのこ，小宮山勝司=箸，山と渓谷社(303-3436-4055),2000.3,

¥1,000,A6．281p

口植物自然史，戸部博=著，朝倉書店(a03-3260-0141),2000.3(初版7刷),Y3.200,A5．188p

p第111回日本林学会大会学術講演集,第111回日本林学会大会運営委員会=編,日本林学会(e03-3261

-2766),2000.3,¥10,000(会員価格¥5｡000),A4･654p

口森の記憶一飛騨･荘川村六厩の森林史（生態学ライブラリー5)，小見山章=箸，京都大学学術出版会

(s075-761-6182),2000.3,¥2,100,四六・240p

ロ中国の国有林経営と地域社会一黒竜江国有林の展開過程－，歎玉才=著･赤羽武=監修，日本林業調森

会(a03-3269-3911),2000.7,¥2,857,A5．281p

ロエコシステムマネジメント，柿澤宏昭=著，築地書館(a03-3542-3731),2000.7,¥2,800,A5･

206p

口住まいとシロアリ，今村祐嗣・角田邦夫・吉村剛=編，海青社(aO77-525-1247),2000.7,¥1,480,

B6･174p

口森林ガイドブック森にふれ森に学ぶ，北海道森林管理局=",R本林業技術協会(a03-3261-6969),

20008,¥1,500(税込),A4．102p
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注）本号より書誌の記載順を変更しました。
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部門別100年史，前号に続き本号のテーマは,<国産材の利活用>です。住宅等の建築材供給
を大きな目標に歩んできた日本林業，現在苦境にある国産材の利活用の途を探ります。

特集 20世紀の森林･林業●Ⅷ国産材の利活用(al皇里一一’1'嘩亨＝知Zr."’1Z哩杢三コ坐竺_ー 『=･0'Fvジマ1習f目'1J、ー ノー』

広葉樹利用技術の進展
ﾛ

､

ー

I

剛

うえむらたけし

(財)日本住宅･木材技術ｾﾝﾀー 顧問上村武
？

●はじめに●

1912（明45）年に刊行された大著『木材の工芸

的利用』の緒言には，広葉樹の利用について次の
っと

ように記されています｡｢我が国の樹木は夙に多種
くわた

多様を以て名あり，殊に淵葉樹の彩多なるに至り

ては，欧米諸国の遠く及ばざる所にして，その蓄
すごぷ いえど

積亦頗る豊富なりとす｡然りと錐も潤葉樹は古来
いわゆる

需要の途少く，二，三特用樹種を除きては所謂雑

木の名のもとに閑却せらる｣')｡20世紀初頭のこの

文章は（蓄積豊富という所を除けば）今でもその

まま通用しそうです。この百年の間に広葉樹の利

用にはどのような進展があったのでしょうか。

古くから建築などに用いられてきたケヤキ，ク

リなどの樹種を除いては，多くの広葉樹は零細な

地場産業として多種多様な木工品や諸道具の製作

に用いられてきましたが，量がまとまっての用途

は必ずしもそうはありませんでした。針葉樹に比

べて加工しにくいことがその理由であったのでし

ょう。

日本の近代的製材工場の発足は，1897(剛]30）

年ごろに設立された秋田木材株式会社の前身，能

代挽材合資会社に始まるとされ，同社は巨利を博

したといわれますが2)，それは針葉樹製材が主体

で，特に広葉樹の活用に貢献したわけではありま

せんでした。政府も広葉樹資源の有効利用には努

力をしてきたようで,1902(I"35)年に開かれた

第5回内国勧業博覧会にはわざわざブナ注入材の
れんが

木煉瓦を敷いていますし，1906（“39）年には最

新式木工機械一式をドイツに発注したり,1908(IJ]

41）年には広葉樹利用研究のため佐藤銀五郎技師

を訪欧させ，帰国講演会を各地で開催させたりし

⑬－林業技術No.7022000.9

ています2)｡おそらく，まとまった本格的広葉樹の

加工利用は1913(大2)年，小樽でフローリング

がつくられだしたころから始まるのではないでし

ょうか。

●戦前の推移●

農商務省は1906(呪39)年に輸入した木工機械

を活用しようと，1909（明42）年，宮城県に鍛冶

谷沢製材所を設立して広葉樹の利用開発を始めま

した。2年後には鍛冶谷沢木工所と名を変え，林

業試験場の所管になっています。しかし，さほど

成果も上がらないうちに民業圧迫の声を受けて

1914（大3）年，廃止されました。同時期に民業

を刺激する意図でつくられた官営製材工場も，

1912（明45）年から次々と廃止されました。その

陰では払い下げをねらった黒い手が議会を動かし

たともいいます2)。

民間では1903(Ijjj36)年に三井物産が砂川に広

葉樹輸出のための工場をつくり，翌年に小樽から

ナラの挽き角1,000nfをハンブルグに輸出してい

ますが2)，これはその後のナラインチ材輸出の導

火線となりました。日本人は欧州に輸出したイン

チ材が高級家具になって輸入されてくるのを見て，

やっとナラ材の値打ちに気付いたのです。

この輸出は丸いものを四角にしたにすぎなかっ

たのですが，このころはすでに人工乾燥，防腐剤

注入，接着の諸技術は外国から入れられて幼稚な

がら実用化されていました。

1901(IJ134)年にはクリの枕木原木の不足か

ら，腐りやすいブナ，イタヤ，ニレ，などの注入

枕木が使われていますし，紡績木管などは，もっ

と前からつくられ始めています。浅野氏によるロ
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－タリの開発，合板元年は1907(明40)年とされ

ますが3),外国では合板は周知のものでしたし，マ

ッチ箱用ロータリ切削は，日本でも，もっと古く

から行われています。つまり，日本の20世紀初頭

の木材工業技術は，ほとんど外国からの丸ごと輸

入であったといえましょう。

ラワン材がまとまって輸入されたのは1919(大

8）年とされ，その後，昭和に入って増加してき

ますが，合板にとっては恵みの雨でも，国産広葉

樹にとっては輸入材との競合の前ぶれでした。

1930（昭5）年，東京営林局はブナなど広葉樹

の利用開発のために，後閑営林署に法師製材所を

設置しました(写真)。人工乾燥室も整備した751P

の近代工場で，目的は腐りやすい広葉樹を山元で

直営製材し，乾燥までして有効に活用しようとい

うことでした。全国数十カ所の営林署に同時に簡

易製材工場がつくられ，広葉樹の利用開発にあて

られました｡20年前の民業圧迫の声はどこにいっ

たのか，とも思われますが，それ以上に山に眠る

広葉樹の利用は進んでいなかった，ということで

しょう。これらの官営工場は，やがて第二次世界

大戦が始まると軍需工場に転換していくのですが，

広葉樹利用技術の向上に大きい役割を果たしたこ

とは無視できません。一方，林業試験場では

1936（昭11）年，山形県釜渕に試験地が設定さ

れ，製材，乾燥，木工などの加工研究が進められ

ました。特に製材，鋸，目立ての研究に重点が置

かれ，“淵葉樹利用抄報"と名付けた印刷物などを

通じて普及に努めていました。これは戦後の林政

統一まで続いて，本場の日本型人工乾燥装置の普

及とともに同場の歴史的業績となっています。

戦前期の後段で様変わりしていったのは接着技

術です。はじめ合板はニカワ，やがて牛乳からつ

くるミルクカゼインで接着されていました。昭和

に入って安価な大豆グルーが生産されるようにな
えき

り，ネズミの飼だなどと悪口をたたかれながら戦

中までの主流になっていきます。戦後は化学工業

の発達によって耐水性の大きいユリア樹脂接着剤
は

が中心になっていき，ベニア板は剥げるものとい

う悪評から逃れられるようになります。北米では，

▲後閑営林署法師製材所全景

（『ぶな材』東京営林局のリーフレットより）

日本でコストが高いという理由で一部の高耐水性

合板にだけ使われるフェノール樹脂接着剤が主流

となっていました。このことは今になって，ホル

マリン臭の問題で日本の合板が北米の合板に一歩

を譲らざるをえない遠因になります。戦時色が濃

くなった1940(昭15)年ごろにはラワン材の輸入

も減り，合板に使われる原木はセン，タモ，ナラ，

ブナなどの広葉樹と高級品としてのマツでした。

●素材需要の面から●

広葉樹の利用が軌道に乗り花開いてくるのは，

やはり戦後になってからでしょう。20世紀初頭の

わが国の広葉樹利用は量的には微々たるもので，

伐採材積にしても100万m3から多くて200万㎡，

用材供給量にして30～50万㎡程度でした｡もっと

も,薪炭材としてその20～30倍にもなる広葉樹伐

採堂がありますから，当時の広葉樹の利用はかな

り粗放なものだったと思われます。だからこそ政

府は，広葉樹の利用開発に力を入れたのでしょう。

しかし，昭和に入ると広葉樹の利用量はしだいに

増えてきます。例えば,1923(zkl2)年には素材

需要が65万㎡であったものが,1928(1I召3)年に

は100万m',1938(Ⅱ間13)年には200万m’近くに

なっています。それが最高になったのは戦争末期

の1944(Ⅱ召19)年で，広葉樹素材需要は370万m3

になっています。これはもちろん，日本中のあら

ゆる資材が軍需用に動員されたからで，これとは

別に，このころの薪炭生産は木炭が200万t程度，

薪が2,000万層積nf程度を超えているのは，その

ころのエネルギー事情を物語っています（今は6

林業技術No.7022000.9-⑲



万t,10万層積㎡程▼表①用途別国産広葉樹素材需要量
（単位：千m3)詮、

度)。

さて，敗戦を期に日

本の木材需要環境は一

変します。広葉樹素材

の需給量は敗戦の

1945(昭20)年には140

▼表②用途別国産広葉樹製材品の材積'）（1983）
（単位:ms)

2,041
125
179
194
148
12

19521983

製材用2,0412,601
紙パルプ用1258，016
合板用179433
枕木194113

繍太電柱他囎｝'7，
計2,69911,342

建築

土木
家具

家庭用品
娯楽用品

文房具

楽器

スポーツ
宗教

267,290

17,772
678,054

17,732

29,175

3,336

23,693

3,741

13

梱包

輸送

工匠具･柄

インチ材
集成材

種駒

その他

計

123,326

8,352
30,204

38,889

15,765

20,944

72,111

1,370,397
万mi,翌年も150万㎡林野庁林産課：

林産物関係業務統計資料
に落ち込んでいます。

これを救ったのは進駐

軍施設の建設のための数年間の特需さらに続い

て1950(H召25)年から始まった朝鮮動乱特需でし

た。広葉樹素材の需要量は200万m;台に戻り，

1952（昭27）年には270万㎡に達していますが，

これに続く日本の経済発展はさらに木材需要の増

大をもたらし,1960(ﾛ召35)年には，ついに広葉

樹素材需要は1,000万㎡を超えます。国産広葉樹

の需要が最大に達したのは1968(H召43)年で，

1,800万㎡にもなっています。しかし，その後は減

少に転じ，1998（平10）年の410万㎡まで落ち込

みます。その原因は，一つには広葉樹利用内容の

変化であり，供給事情の変化でもあり，さらに外

国産広葉樹の輸入増加でもありました。

1952（昭27）年と1983（昭58）年の広葉樹用材

の用途別需要量を比較してみると，表①のように

なります。他の用途はともかく，紙パルプ用材の

急増には目を見張るばかりです。後述するように，

広葉樹パルプの技術開発がいかに大きかったかが

よくわかります。さらに表②を見ると，製材品の

用途が極めて多様化してきていることもうかがわ

れます。そして，家具用が最も多く，付加価値が

最も大きいのも家具需要ではないか，これに次い

での建築用は，これも準家具のような内装用が多

く，大きい付加価値を持つのではないかと思われ

ます。このような付加価値型の利用に対する技術

は，戦後大いに進歩してきていたのです。

●戦後の推移●

家具：戦後の広葉樹利用でまず新しい技術とし

て登場したのは，高周波による乾燥や接着の技術

⑪－林業技術No.7022000.9

でした◎電波兵器発達の申し子とでもいえるこの

新技術は，乾燥の面でこそコストなどの面から一

部に根付いただけでしたが，接着では単板を積層

接着する技術が確立され，天童木工に代表される

ような成型合板による家具製作に新しいデザイン

ジャンルを切り開きました。箱物家具やドアの製

造に主流を占めるに至ったフラッシュ構造も戦後

の産物で，いかにも日本的と冷やかされる，枠材

の両面に合板などの面材を張った構造は,1955(昭

30）年ごろから始まりましたが，その資源節約性，

軽量性，コスト低減効果などから，さらに技術的

改良を加えて今日に生き続けています。資材節約

からいうと，集成化利用，その一技術としてのフ

ィンガージョイントは1966(昭41)年ごろからの

輸入技術でしたが，日本なりの発達を遂げ，利用

歩止りの向上や短尺材の利用を可能にしました。

初めは嫌われ，使うときは継手面を表面材で隠し

ましたが，現在ではすっかり定着し，逆に継手模

様のプリントさえ出てくるようになりました。も

ちろん家具，広葉樹に限らず，建築，針葉樹にも

幅広く使われて，資材節約に一役も二役も買って

います。

家具の量産化にとっては，同一形状の部材を同

時に多数つくれるならい切削，加工機のNC制御

なども効果を発揮しましたし，塗装の面では静電

塗装，フローコーター，カーテンコーダーなどの

活用など，量産ラインが整備されていきました。

日本の木製家具生産高は，1966（昭41）年には1

兆円を超え，1980（昭55）年には2兆円に達しま

したが，今は1．5兆円まで落ち込んでいます。景

気の低迷もありますが，外国製品に遅れを取って



いる面もあり，国産優良広葉樹▼表③樹種別合板生産量（1960）いいから，良質の広葉樹合板の

の供給減から外国産広葉樹に頼ブナフ”シ雲位卿供給がもっと期待されてもよさ
らざるをえない影響もありましナラ982マツ76そうに思われます。

タモ1,275ラワン254,855ょう°国産ブナ材の供給不足をフローリング：当初紡績工場
セン17,245その他19,53O

補い，乾燥，防腐技術向上からカバ7,498計321,489の床として生産されてきたプロ

7,969

982

1,275

17,245
7,498

シナ

マツ

ラワン

その他

計

利用可能になったゴム材への転林野庁林産課調べ(4mm厚換算）－リングが，しだいに公共建築

換は,1980(Hg55)年以前から

すでに始まっていましたが，近年はナラ，ブナな

ど従来国産で賄われてきた主要樹種までが，中国

北米，欧州などの材で賄われるようになったこと

は考えさせられます。

合板：合板の製造には昭和初期にはセン，タモ，

ブナ，ナラ，カバ，シナなどの国産広葉樹がラワ

ンと同程度に使われてきました。戦争突入でラワ

ン材は姿を消し，国産材に頼らざるをえなくなっ

た合板製造は敗戦により再びラワン材に席を譲り

ますが，例えば,1960年代(昭35|～）の合板生産

には表③のように国産広葉樹がかなり使われてい

ます。しかし，現在ではもはや国産広葉樹による

合板は極めてわずかです。それどころか，地球の

ために熱帯広葉樹を使うなと，合板原木は針葉樹

に重点が移りつつあるし，合板はまた原料を選ば

ないボード類に席を譲りつつあります。日本の合

板製造技術はラワンという適材があったからとは

いえ，生産能率も品質も独自技術によって世界最

高水準にありますが，国産広葉樹についても，大

きい技術的努力が払われてきました。戦後の混乱

期に，ブナをはじめとする合板に粗悪品が急増し

て批難を浴びたこともありましたが，その後には

腐朽防止のための散水または水中貯木に始まって，

単板切削前の蒸煮，剥板条件の確立，乾燥，調板，

接着に至る各工程に技術開発の成果が生かされた

ため，国産広葉樹合板の声価は高まり，輸出量も

1968（昭43）年には1億㎡と最高を記録しました

が，今ではやっと数十万nfです。国産広葉樹合板

にはそれぞれ利用上の特長があります。例えば，

パチンコ台のセル画の裏に隠れている背面板は，
くぎ

釘保持と弾力の面からブナ合板に限るとされ，シ

ナ合板はその塗装適性のゆえに建築，家具の表面

材に欠かせないなど，たとえコストはかかっても

に使われるようになるのは昭和

に入ってからで，前述の官営工場などによる技術

指導が大きい役割を果たしました。そして，生産

量も年間数十万nfを数えるようになっていました

が，戦争突入でフローリングエ場も地木社（本誌

1月号P､9右段参照）の下部組織になり，軍需生

産でやっと命脈を保つだけでした。しかし，敗戦

はフローリング業界に思わぬ恩恵をもたらしまし

た。1946（昭21）～48（昭23）年にわたって駐留

軍施設のための380万nfに及ぶ大量の特需があっ

て5)，わずか数十工場にすぎなかったフローリン

グエ場は，1947（昭22）年には何と218工場に急
らん

増しています。当然の帰結として粗製濫造が多く

なりました。筆者はそのころ納入フローリングの
あ

検査に立ち合って，カビだらけの製品を見て唖然

とした記憶があります。特需が一段落すると群小

工場は次々と脱落していきますが，フローリング

の生産量は好景気に支えられてしだいに増加を続

け,1968(1I召43)年には1,200万nfと最高を記録

しています。この間,1958(H召33)年からはドイ

ツからの技術導入によって，新しく広葉樹ピース

を小市松状に並べたモザイクパーケットが生産さ

れるようになり,1970(H召45)年には250万㎡(フ

ローリング生産量の内数）の生産が記録されてい

ます。その外数として外材フローリングがあり，

これはアピトンなどの天然乾燥長尺床板で，倉庫

の床など荒い用途に使われ，1960（昭35）年ごろ

には1,000万nfを超えましたが,現在では20万㎡

程度と極めてわずかになっています。流行の去っ

たモザイクパーケットも同程度の生産量になって

しまっています。

フローリング界に大きい変化をもたらしたのは，

1963（昭38）～64（昭39）年ごろから始まったい

わゆる複合フローリングです。当初，合板台板に

林業技術No.7022000.9-⑪



たび

突き板などを張った1尺×6▼表④パルプ材入荷量（1998）解法や製紙工程に度重なる改

（単位：千m3)良を加えて，世界に先がけて尺の製品から始まり，施工の
国産材外材計

しやすさやデザインの多様性 広葉樹のパルプ化に成功した
針葉樹原木などから急速に需要を伸ばし， 〃チッブフ潟‘罷州：からです鼠)｡1955(Hg30)年ご
広葉樹原木62－
〃チップヨ,70317,70721.4％ろから広葉樹パﾙプの生産は住宅の床に大量に使われるよ

うになり，最高の1996(平8）急増し始めますが，これと並

計11,81124,75336,564行してチップ生産が始まりま年には実に単層フローリング

の18倍にもなる7,800万㎡通産雀紙パﾙプ統計年報 す。

を記録しました。その台板やパルプエ場では，もともと

表面材もボード類に印刷シートを張ったものまで入荷した原木を自工場でチップにして蒸解に回し

多様化して現在に至っています。マンションの床ていましたが，広島県，静岡県などの木材工場が

に音の問題が起こると遮音床，床暖房が盛んにな残廃材をチップにしてパルプエ場に納入すること

ると床暖用など複合性を生かした製品もつくられ，を始め，やがてドラムバーカーの発達やチッパー

電磁遮弊用の床も研究されています。複合フローの進歩もあって，山での形質不良材をチップ化す

リングは大工場でつくられることが多いのですが，る供給業の形にまで発展しました。これがさらに

857
7,189
62
3,703

233
6,813

17,707

やや厚さが薄く強度上

の弱点があり，表而も

摩耗しやすいことなど

から，土足用や公共用

には，やはり単層フロ

ーリングが適合します。

これにも表面材を接着

したもの，外材広葉樹

を原料としたものなど

若干の変化が起きつつ

あります。

紙パルプ：紙パルプ

用材はかつて針葉樹に

限られていました。広

葉樹は繊維が短く，ま

た色が出やすいからで

す。広葉樹が使われる

ようになったのは針葉

樹資源がしだいに不足

してきたからではある

のですが，それを可能

にしたのは東北パルプ

を先達とするパルプエ

場が1940(IIB15)年ご

ろを始まりとして，蒸

(単位&千m3)▼表⑤主要国産広葉樹の蓄積（樹種別径級別）（1986）

民育林
国有林総計樹種4～16cm18～34cm36cm以上計

コナラ102,54361,6903,255167,48812,779180,267
ブナ7,49514,69713,97636,16898,673134,841
ミズナラ33,90934,36211,52279,79324,019103,812

カンパ9,49412,0585,52527,07750,90277,979
シイノキ36,58522,7582,34861,691＊（61,691）

カエデ22,38015,6185,28543,28311,02454,307
カシ33,2317,9631,04742,2412,22944,470

シナノキ4,9077,6564,56917,13224,25941,391
クリ18,06212,9151,87332,85098633,836

クヌギ17,6599,69149027,84020728,047

ホオノキ7,9727,03979615,807＊（15,807）
サクラ9,8694,11625714,242＊（14,242）
ハンノキ3,6325,4791,19510,306＊（10,306）
ケヤキ4,0783,8091,6959,582＊（9,582）
クスノキ5,1292,8486728,649＊（8,649）
ニレ2,5933,8952,1408,628＊（8,628）

シデ4,1353.0212097,365＊（7,365）

ｵﾆグﾙﾐ2,7933,5569327,281＊（7,281）
セン1,1542,7522,1676,073*(6,073)

ヤチダモ1,9522,4228975,2717165,987
カシワ2,1681,3191883,6751,6985,373

キハダ1,4861,9883633,837＊（3,837）
ミズキ1,3191,237592,615＊（2,615）
トチノキ5309596072,096*(2,096)
カツラ4447757902,009＊（2,009）

アオダモ1.094391221,5071921,699
催ロノキ8226322051,659＊（1,659）

二面ﾌｶｼｱ593485761,154＊（1,154）
595イヌｴﾝジｭ1942791＊（791）

シオジ4711427843971510
その他117,12537,4386,541161,104188,489349,594

計455,795283,87769.981809,653416,2441,225,897

比率国有林

12,779

98,673

24,019

50,902

＊

11,024
2,229

24,259
986

207
＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

716

1,698
＊

＊

＊

＊

192
＊

＊

＊

71

188,489

180,267

134,841

103,812

77,979

(61,691）
54,307

44,470
41,391

33,836
28,047

(15,807）

(14,242）

(10,306）

（9,582）
（8,649）

（8,628）

（7,365）

（7,281）

（6,073）
5,987

5,373

（3,837）

（2,615）

（2,096）

（2,009）

1,699

（1,659）

（1,154）

（791）

510

349,594

14.70

11.00

8．47

636

(503）

443

363

338

276

229

(1.29）

(1.16）
(0.84）

(0.78)

(071)

(0.70)

(0.60）

(0.59）

(0.50）
049

044

(0.31）

(0.21）

(0.17）

(0.16）

0．14
(0.14）
(0.09)

(0.06）

0．04

28.52

99.99

102,543

7,495

33,909

9,494
36,585

22,380

33,231

4,907
18,062

17,659
7,972

9,869

3,632
4,078

5,129
2,593

4,135

2,793
1,154

1,952

2,168

1,486

1,319
530

444

1.094

822

593

595

47

117,125

61,690

14,697

34,362

12,058

22,758
15,618

7,963

7,656
12,915

9,691

7,039

4,116

5,479
3,809

2,848

3,895

3.021

3,556
2,752

2,422

1,319

1,988

1,237

959

775

391

632

485

194

114

37,438

１
４
４
２
２
５
７
７
２
９
７
４
５
３
２
３
３
３
２
２
１
１
１

６
１
３
１
２
１

１

帥
師
腿
卵
肥
旧
船
舶
燗
馴
胡
怖
刃
的
岨
朋
馴
弱
駆
鯉
伯
舶
印
弱
乃
馴
盟
龍
馴
仙
羽

６
６
３
０
７
６
９
６
９
６
０
１
４
８
８
８
０
５
７
４
３
９
２
９
７
３
６
４
１
１
４

３
３
１
５
２
５
１
４
１

１
１

５
６
２
５
８
５
７
９
３
０
６
７
５
５
２
０
９
２
７
７
８
３
９
７
０
２
５
６
２
８
１

５
７
２
２
４
８
４
６
７
９
９
５
９
９
７
４
０
３
６
９
８
６
５
０
９
２
０
７
７
４

２
９
５
５
３
２
０
５
８
４
７
２
１
６
６
１
２
９
１
８
１
３
６
７
２
２
５

167,488

36,168
79,793

27,077
61,691

43,283

42,241

17,132
32,850

27,840
15,807

14,242

10,306
9,582

8,649

8,628

7,365

7,281

6,073

5,271

3,675

3,837

2,615
2,096

2,009

1,507

1,659

1,154
791

439

161,104

１
１
２

２

37 6

＊：「その他」に含まれる広蕊樹溌源飛調査より
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原料輸入にも適していたので急速に普及して，い

まやパルプ材供給はチップが主流になっています。

広葉樹パルプといってもDP,BKP,SCP,CGP

などに使われるだけで限界はありますが，日本の

パルプ原料としての広葉樹は表④のように全体の

6割を占めるに至り，その8割が外材広葉樹で，

オーストラリアなどからのユーカリチップがその

半分になっています。国産広葉樹チップ370万㎡

は，最盛期の1/3程度でしかありません。これは

価格面で輸入品に対抗できなくなったチップ生産

者が，次々に脱落していったためと考えられ，低

質広葉樹資源が限界に達したからではありません。

●資源から見て●

表⑤は1976(昭51）～81（昭56)年に行われた

広葉樹資源量の調査で，蓄積の多い樹種の順に並

べてあります4)。林業統計上の1981(II"56)年の

数字は10億nfですから,この合計はそれより多い

わけです。これは統計手法上の違いのためですが，

この調査者は実際はその中間ぐらいだろうと言っ

ています。林業統計上も1956(昭31)年で9．2億

㎡，1995(平7）年で11.7億㎡ですから，広葉樹

の蓄積はある程度は利用されながら，そんなに減

ってはいないことになります。もっとも広葉樹の

利用にあたっては，大径優良材から利用される，

産地が奥地化する，他の目的のため伐採を控える

山が増える，などの点を考えると，当分広葉樹の

供給量が大幅に増えるとは考えられません。むし

ろ，ブナを例に取れば，表⑥に示すように，大径

材，特に国有林材が伐採利用され，後継樹がある

程度育ってきている状況が推定できます。今，広

葉樹の造林がクローズアップされてきていますが，

それが伐採利用を直接間接の目的としたものでな

いかぎり供給力の増大は期待できませんし，材利

用を目的としたものでも成長の遅い広葉樹の造林

が供給に寄与するのは，かなり先のことになりま

す。1998（平10）年の国産広葉樹の素材生産鼓は

4,102,000㎡まで減っていますが，これをカバー

する広葉樹外材の輸入量は，すでにこれをかなり

上回っています。やはり今後の広葉樹利用は，外

▼表⑥ブナ材蓄積の比較 (単位；百万m3)

径級

19614）

19865）

国有林民有林

一小中大小計計
140．64．083183306171．2

9877514．714036．2134．9

306

36.2

4．083183

7．514．7140

140.6

98．7

油：小,II',大は,胸高直径がそれぞれ4～16,18～34,36cm

以l:のもの。

材に期待する期間がしばらくは続きそうです。

それにしても，広葉樹は樹種によって利用上の

特性がかなり異なっています。特殊な用途を持つ

樹種も多いのですが，資源統計上は表⑤のような

調査はむしろ例外で，“広葉樹"でくくられてしま

い，せいぜいブナ，ナラ，その他広葉樹と分けら

れているだけです。これは銅でも鉛でも一括して

金属の埋蔵量いくらといっているようなもので，

利用者の参考にはなりません。きめ細かい統計を

取るのが大変なことはよくわかりますが，これで

は広葉樹は樹種を問わずパルプチップにしてしま

う最も次元の低い利用法しか考えていないことに

なります。最近は針広を問わず性質のバラツキを

少なくして設計施工しやすくするために，木材を

一度バラバラにして再結合した材料がクローズア

ップされていますが，これには原料の木材は常に

最低111i格を要求され，また，余分な製造エネルギ

ーも必要になります。大量消費の時代が去ろうと

しているこれからは，低質材はともかく木材は，

本来の樹種の性質を生かして適材適所に利用して

いくのが正道かと思います。なにも昔に帰れとは

いいませんが，貴重材化していく広葉樹は，もっ

とそれぞれの性質を見極めて，より繊細に使われ

ていくことを望んでいることでしょう｡冒頭の『木

材の工芸的利川』の緒言を書いた，時の山林局長

には，広葉樹の利用は百年たっても進歩しないの

か，と笑われそうです。

【引用文献】

1)震商務省山林局：木材の工芸的利用，1912

2)宮原省久：木材工業史話，林材新聞社，1950

3)日本合板工業会：合板50年史，1959

4)住木センター：森林資源有効利用促進事業，1987

5)日本ぶな材協会：ぶな，1966
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”

雫

国産材と木造建築

やまいりようざぷろう

山井良三郎(財)日本住宅･木材技術センター客員研究員

に，防耐火性能が劣るといわれてきた木造建築物

が，1992（平4）年の建築基準法の改正で，鉄骨

造と並んで「準耐火建築物」として取り扱われる

ようになりましたことと,1991(平3)年に構造

●はじめに●

筆者に与えられた課題は「国産材と木造建築」

ですが,ご承知のように木造建築にはいわゆる｢建

築」と「住宅」とがあり，

住宅は建築の一部にすぎ

ません。しかし，最近は

住宅が圧倒的に多く，主

流とみなされています力苗，

その住宅も江戸時代のよ

うに，建材のほとんどす

べてが木材で，その構造

方式も軸組工法に限られ

ていた時代とは異なりま

す。第二次世界大戦力弐終

わり,1960年代(昭35～）

の後半になりますと，工

業化手法で製造された各

種の建材の登場，輸入材
〈

の増加，住宅の躯体や家

具の部品化，新しい住宅

工法の導入等により，伝

統的な住宅供給体制が変

貌してきました。

この小文では，誌面が

限られていますので，新

設される木造建築物およ

び木造住宅の着工床面積

と建築用製材（国産材十

輸入材）の出荷量（図

①),素材総需要量と国産

針葉樹材の生産量(図②）

について述べますととも

4000 100

着
工
床
面
積
（
百
万
２
ｍ
）
０５

０００３建
築
用
製
材
の
出
荷
量

0

０００
ワ
ー

（
万
３
ｍ
）

1()00

8

73

６
４

板類 273

01

0

昭.35

▲図①

404550弱60平.27

新設木造建築物の着工床面談と建築用製材の出荷班

（農林水産省統計情報部資料による）
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計算に欠くことのできな

い建築法令で定められる

許容応力度と構造用製材

の等級区分が連動した

｢針葉樹構造用製材の日

本農林規格」が制定され，

木造建築の分野で製材の

新しい利用開発の道が付

加されましたことについ

て述べてみたいと思いま

す。

●木造建築物の着工

床面積と建築用

製材の出荷量●

木造建築物の新設着工

床面積と建築用製材の出

荷量の関係，製材の材種

別（挽き角類，挽き割類

板類）の出荷量の推移を

図①に示しました。全建

築物の着工床面積に占め

る木造率は1960(昭35)

年に61．1％であったの

が,1963(11召38)年には

800(）

6〔)00

素
材
需
要

０００４
量
（
万
３
ｍ
）

2()()(）

1

128

ドゾト
ラマツ

エ
カ

へ

ヒノキ
11-－’

0

昭.30354045505560平.2710

▲図②素材総需要量と国産針葉樹生産量（資料図①に同じ）

また，製材の出荷量を材種別に見ますと，

1968（昭43）年までは板類の出荷量が挽き割類の

それを上回っていますが,1969(I1召44)年からは

その関係が逆転しています。

なお，図①の木造住宅には在来軸組工法による

もののほか,1961(11召36)年に初めて建築基準法

第38条の特認を取得した木質系プレハブエ法(工

業化工法）住宅,1965(11召40)年ごろからプレハ

ブ住宅と|司じ扱いを受け,1974(11EI49)年に一般

化された枠組壁工法（2×4工法）による住宅，
あぜくら

従来，校倉と呼ばれており，1986（昭61）年から

一般化された丸太組構法によるものが含まれてい

ます。しかし，在来軸組工法によるものが圧倒的

に多く，木造住宅着工床面積の1989（平元）年の

統計では，軸組工法が88.9％，プレハブ工法が

50%を割って49.7%となり,1983(wig58)年か

らは40％以下となり，1998（平10）年には35.4

％となっています。その全木造建築物の大部分

(1965(II召40)年の76%～1996(平8)年89%)

は木造住宅です。したがって，全木造建築物も全

木造住宅も，その着工床面積の推移と建築用製材

の出荷量の推移は密接な関係にあります。例えば，

全住宅の着工戸数が190万戸を超えて話題となっ

た1973(I1召48)年の全木造住宅の着工床面積は

8,952万In27建築用製材の出荷堂も3,441万In3

となり，これまでのほぼ最大値を示しています。

しかし，1991（平3）年ごろからこの関係は変

わり，1994（平6）年および1996（平8）年に木

造建築物も木造住宅もその着工床面積は増加して

いますが，製材の出荷壁は連動していません。
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4.4％，2×4工法が6．7％，1998（平10〉年で

はそれぞれ，81．9％，59％，12．2％となってい

ます。

●素材総需要量と国産針葉樹生産量●

図②に素材の総需要垂と国産針葉樹の生産量の

関係を示しました。建築生産の活発化などととも

に，素材の総需要量が増加しても国産針葉樹の生

産量は追随しないで,1960(n召35)および1961(IIB

36)年の3,707万nl3をピークに下降し,1975(11召

50）年から1989（平元）年にかけては約2,000万

nl3で推移し,1998(､I"10)年には約1,500万m3

になっています。

なお，素材総需要量に対する国産針葉樹生産量

の比率は，1960（昭35）年に67％であったのが，

1965(Hi召40)年に53%,1970(n召45)年以降は

ほぼ30％，1995(平7）年に35％，1998(平10）

年に39％となっています。

その樹種構成を見ますと，1955（昭30）年はア

カマツ・クロマツが最も多く，スギ，エゾマツ・

トドマツ・カラマツ，ヒノキの順に少なくなって

いますが，1958（昭33）年からはスギが首位の座

を占めています。なお，これらの樹種のほかに，

モミ・ツガ，その他が統計値として掲げられてい

ます。

これら国産針葉樹の大部分(1960("35)年の

77％～1995(平7）年の85％）は建築用製材に使

われています。最近ではアカマツ・クロマツが枯

渇し，高い強度が必要な製材はベイマツ等の輸入
だいたい

材に代替されていますが，構造用集成材として高

く評価されているカラマツの育成を推進する必要

があります。また，蓄積が増加しつつあるスギに

ついて,従来の使い方にこだわることなく，その有

効利用を考慮した住宅工法と供給システムを，設

計コンペ等を通じて探ることも大切かと思います。

●建築基準法令と大断面木造●

木造建築物を法律のうえで規制しているのは建

築基準法と同施行令ですが,1950(II'召25)年に制

定された法令は，その後，50年を経過しているう

⑯－林業技術No.7022000.9

え，その内容が仕様規定を主としているため，最

近のように建築に対するニーズが多様化し，技術

が高度化してくると，新しい工法および材料の導

入や海外の建材の市場参入を妨げかねないことな

どから，1995（､Iz7)年の阪神・淡路大震災を契

機に建築物に要求される各種の性能規定を重視し

た法令が検討され，1998（平10）年に公布，その

一部はすでに施行されています。

1950(昭25)年の法令が制定される以前は，

1919（大8）年に公布された「市街地建築物法」

によって規制されていました。この物法は，その

後，地震や台風により建築物が被害を受けるたび

に改正されました。例えば，1923（大12）年の関

東大震災を経験したことにより，翌1924（大13）

年に物法の施行規則の構造関係の規定に，柱の小

径を大きくすること，2階建ての木造にも餅逢い
ほおづえ

や方杖などを設置することなどが義務づけられ，

防火，衛生，耐震という基本的骨格が定められま

した。また，1934（昭9）年の室戸台風では小学

校の被害が大きかったことから，耐風が重視され

るようになり，物法で想定されていた固定荷重，

穣載荷重，地震荷重のほかに風や稜雪による荷重

が加えられました。このほか，荷重の組み合わせ

や，許容応力度に長期と短期の2種類が必要では

ないかと考えられるようになりました。これらは，

第二次世界大戦中の1943(IIKj18)年，翌1944(Ⅱ間

'9）年に制定，公布された「臨時日本標準規格」

に提案され，戦後の1947(1I'召22)年に作成された

日本建築規格｡建築3001「建築物の構造計算」を

経て,1950(IIf{25)年の法令へとつながっていま

す。

なお，戦争の長期化に伴い鉄やセメントが不足

してきたため，建築はすべて木造にならざるをえ

ない時代があり，ドイツなどから導入された技術

を駆使して航空機の格納庫や軍需工場など，スパ

ンが大きい大空間の建築物が建てられました。組
くぎ

立梁や組立柱の研究が進み，それらに使われる釘，

ボルト，ジベル，接着剤など接合方法なども従来

のものとは異なり，建築界では「新興木榊造」と

して高く評価されていますが，このような研究の
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制定されています。

建設省では，木造建築物に対する規制緩和の要

請や防火技術の進歩などを背最に,1987(1I召62)

年,木造関係の建築法令の改正を行い，「大断面木

造」という概念を新設し，構造耐力上主要な柱お

よび架構材に，その小径が15cm以上，かつ断面

積ｶﾐ300cm2以上の構造用大断面集成材を用いた

建築物を指すとしています。このような大断面の

集成材は火災によって表面が燃焼しても，その部

分に炭化層が形成され，内部への酸素の供給が妨

げられますので，深部まで急速に燃えることなく，

多くの実験からその平均炭化速度は，1分間に

0.6mm～0.8mm程度と評価されています。こ

のことから，30分以内の消火活動を想定し，建設
しろ

告示の中でも25mmの燃え代を考慮して，残り

の断面力ざ所定の強度を確保できればよいとしてい

ます。

さらに建設省では，1986（Ⅱ臼6].）年度から5年

間にわたり，「新木造建築技術の|州発｣に関する総

合プロジェクトを官民一体となって実施しました。

その成果の一つとして，木造でも大断面の集成材

によるものは耐火性能が高く，構造上の安全性も

確保できることがわかり,1992(平4)年の建築

法令の改正では，従来の簡易耐火建築物に代わる

ものとして「準耐火建築物」という概念が新設さ

行われた時期は短く，終戦後は，それを踏襲する

研究はほとんど途絶えています。

1950年代(昭25～）の初期に，集成材の製造技

術が導入され，在来軸組工法住宅の造作材や化粧

柱に多用されるほか，体育施設や教育施設の耐力

部材にも使われるようになり,1960年代(H召35～）

の中期までに1,000棟近くの建築物が建てられま

した。しかし，不燃化，中高層化の建築施策の推

進とともに内装不燃化の規制が強化されたことや，

軽量鉄骨造の普及などにより,1960年代(昭35～）

の後半には集成材の建築物もほとんど建てられな

くなりました。

しばらくこのような状態が続きましたが，1970

年代（昭45～）の半ばから大規模木造復権の声が

上がり，日本集成材工業協同組合も建築基準法第

38条の特認を取得し,継造用集成材を用いた建築

物で，一定の条件に適合するものは，従来の木造

建築物より高さ，用途，規棋などの規制が緩和さ

れることになりました。

このような情勢に対処するため，1966(昭41）

年に制定された「集成材の日本農林規格」のほか

に,1986(nd61)年に「榊造用大断面集成材の日

本農林規格」が制定され，さらに，1996（平8）

年にこれらを統合のうえ，建築界や関係諸国の意

見を聞いて，現行の「集成材の日本農林規格」が

林業技術No.7022000.9-⑰



れ，木造建築物であっても一定の耐火水準が確保

されれば，準耐火建築物として位置づけられるよ

うになり，集成材もようやく性能や用途の面で国

際的な水準に接近してきました。表①に構造大断

面集成材を使用した建築物の用途別集計の推移を

示しました｡現段階では公的施設が多く,約2/3を

占めていますが，民需による施設もしだいに増加

しつつあります。

●針葉樹の構造用製材のJASの特徴●

現在，施行されている製材の日本農林規格

(JAS)には｢針葉樹の構造用製材のJAS｣,「針葉

樹の造作用製材のJAS｣,「針葉樹の下地用製材の

JAS｣,「広葉樹製材のJAS｣,「枠組壁工法構造用

製材のJAS｣,「機械による曲げ応力等級区分を行

う枠組壁工法構造用製材のJAS｣の6規格があり

ます。

ここでは，主として「針葉樹の構造用製材の

JAS」を対象に，この規格が制定された背景，そ

の特徴，これまで構造用製材の規格制定に際し常

に問題となった化粧面（役物）の取り扱い方など

について述べます。

この規格力滞り定されたのは1991（平3）年で，

製材の最大の需要側である建築分野では，住宅の

品質の改善や生産性の向上に対して各種の施策を

講じるとともに,1987(IIB62)年の建築基準法令

の改正に続いて，前述の｢新木造建築技術の開発」

に関する総合プロジェクトを実施し，大断面木造

や木造三階建共同住宅など新しい需要に対応した

技術基準の整備を急ぐなど，いろいろの変化が生

じてきていました。また，製材の供給側でも，大

工技能者の減少などに対応し，継手・仕口の加工

に機械プレカットの手法を採用し始めましたが，

未乾燥材では収縮や狂いにより，せっかくの加工

精度が生かされないことや，空調設備が普及して

きたうえに内装の施工方法が変化してきたことな

どから，人工乾燥材が要求されるようになってき

ました。このほか，外国からの製品輸入の増加に

伴い，規格の国際化も検討しておかなければなら

ない状況でした。

⑱－林業技術No.7022000.9

このような諸情勢に対処するため，林野庁では

製材規格研究会を設け，製材規格のあり方につい

て，関係各界の意見を幅広く求め，検討を重ねて

きました。同研究会は1989（平ﾉ~b)年，その検討

結果を取りまとめ，「新しい規格のあり方-21世

紀へ向けての製材規格をめざして一」という報告

書を提出しました。規格を担当する部局はこの報

告を受け，所定の手続きを経て，前述のように

1991（平3）年，この新JASが公布されました。

この規格の特徴は，従来の規格のように建築，

家具，建具など多くの用途に適用できる汎用規梢

ではなく，建築物の繊造耐力上主要な部分に使用

する製材を対象にした，いわゆる用途規格で，使

用部位に応じて材種が選択できるような仕組みに

なっています。

寸法についても，従来のような標準寸法制では

なく，規定寸法制が採用されており，この規定寸

法以外はJASの対象となりません。

また,従来の製材のJASに定義されていた材種

区分（板類，挽き割類，挽き角類）は廃止され，

主として高い曲げ性能を必要とする部分に使用さ

れる製材を甲種椛造材，主として圧縮性能を必要
おつ

とする部分に使用される製材を乙種構造材とし，

要求される強度性能と寸法によって材種区分がさ

れています。

前述のように乾燥材の要求が強くなってきたの

で,含水率が15％以下のものをD15,20%以下の

ものをD20,25%以下のものをD25として,3水準

に区分しています。しかし，含水率が25％という

のは，乾燥材を必要とする主旨にそぐわないとい

うことで，現在，削除の方向で検討が進められて

いるようです。

等級区分法としては，従来のように，製材に見

られる節などの欠点因子から判定する「目視等級

区分法」のほかに，製材のヤング係数を非破壊的

に求め，その数値から強度を割り当てる「機械等

級区分法」が採用されています。

なお，ここで強調しておきたいことは，これら

JASで等級格付けされた製材については,建設省

がそれぞれの等級に対して許容応力度を割り当て



ていることです。従来は1樹種に対して，その等

級の上下に関係なく，一つの許容応力度しか削り

当てられていなかったため，強度を重視した構造

用製材の等級区分といっても，設計側にはメリッ

トがなかったわけです。

もともと，わが国の木造建築の特徴は，在来軸

組工法の真壁造りの柱に代表されるように，榊成

材に化粧的価値と強度性能の両者を期待している

ことが多いので，製材規格の原案作成にあたって

は，市場性を考慮して，役物基準（無節，上小節，

小節など）と強度基準（特等，1等，2等など）

の組み合わせをどうするかに重点が置かれてきま

した。

第二次世界大戦終了後は，優良で長大な木材資

源が枯渇してきたうえ，住宅をはじめ各種の建設

事業が活発化し，施工方法も変化してきたので，

1本の製材に強度と化粧の両者を要求するのは厳

しすぎるという考えがしだいに醸成されてきまし

た。また，住宅の造り方にもプレハブ化が進み，

構造材と化粧材を区別する例が実感されるように

なりました。

しかし，具体的に強度重視の内容が庵り込まれ

たのは,1972(1IH'17)年に改正された｢製材のJAS」

からです。その主な項目を簡単に述べますと，製

材の断面寸法および形状により「板類｣，「挽き剖

類｣，「挽き角類」の3種類の材種に区分するとと

もに，材種ごとに強度にかかわる等級を特等，1

等，2等の3階級に区分しています。

2等は強度保証がなく，鉄筋コンクリート造の

中に使われる部材（使用される部位が決まってい

る製材）や切り使いされる製材に適用されるもの

です。l等は,改正前の建築基準法施行令第89条

の許容応力度に見合う程度の強度性能があるもの

を目安としています。特等は，日本建築学会の木

構造設計基準･同解説（昭和48年版）の上級構造

材に相当し，1等の4/3倍程度の強度性能がある

ものを目安としており，将来，建設省の許容応力

度に「製材のJAS」の等級区分が認められること

を期待して設けられたものと思われます。当時は，

建設省の許容応力度と「製材のJAS」の間には，

公式的な取り決めはありませんでした。

なお，製材に表示する際は，強度基準からの等

級表示は義務づけられていますが，必要に応じて

化粧而からの役物基準を組み合わせ，例えば「1

等二方上小節」と表示してよいとされています。

1925（大泄1）年，政府（商工省）は，針葉樹の

素材および主として建築に使用される製材に適用

する目的で,「木材規格」(JES,日本標準規格,第

27号）を制定しましたが，それから1972（昭47）

年までは，化粧面重視のわが国の流通実態が尊重

されてきました。1991（平3）年の新規格で，初

めて強度面重視の国際規格に接近したことは，意

義深いものがあります。

●おわりに●

1998（､IzlO)年，建築基準法が改正され，従来

の仕様規定中心の体系から性能規定化を重視した

体系に移行し，一定の性能さえ満たせば，多様な

材料,設備,構造方法を採用できる制度が導入され，

従来のように木造だから性能が劣ると決めつけら

れなくなりました。また,木造建築であっても,従

来のように製材が中心とは限らないで，集成材を

はじめ各種のエンジニアド・ウッドが使われるば

かりでなく，異種材料を組み合わせたハイブリッド

の建築物も多く設計されるようになってきました。

木材が健康面で優れ，地球環境保護の面からも

加工に要するエネルギーが少なく，二酸化炭素を

固定し，再生産可能な資源である特徴を強調する

ことも大切ですが，それと同時に，建築資材とし

て優位な地歩を確保するためには，木材業界が主

導的立場に立って，加工・流通関係者はもとより，

大工・工務店，設計者等との情報交換を密にして，

性能面から要求される水準に応じて，技術開発と

品質管理の行き届いた国産材を，設計者が使いや

すい工業製品に変換し，合理的な価格で，安定的

に供給する流通システムを構築する必要があると

思います。
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｢農林水産省統計表｣に見る木材生産量の推移

「農林水産省統計表」は明治19年発刊の「第一次農商務統計表」に連なる伝統ある統計

表である。今世紀の林業を振り返るにあたり，本統計表に国産材生産の軌跡を追ってみた。

激動の世紀にあって，本統計表も時代の要請に応えるべく数次にわたる改訂が見られ，
厳密な意味で一貫した手法による資料とは言いがたいが，大きな流れを把握するためには
貴重な資料であろう。林野庁等の関係する資料と併せて読まれることを期待したい。 編集部
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12,949,773

14,499.400

10,489,409

19.526､427

13,840,798

11.951.204

12,382,403

11,266,583
13781.22イ

13.8411

11951

12,382

11,267

13.781

33.965,954

19.610,989

25,299,916

22,130,572

19864,170

237,761,678

137,276,923

177,099,412

154,914,004

139.049.190

66159,565

38,198,677

49,279682

43,106,371

38.691,828

66,16(）

38,199

49,280

43,106
38.692

″
″
″
″
″

″
″
″
″
″

1924

1925

1926

1927

1928

ｌ

Ｂ
Ｍ
Ｓ
２
３

13,781,521

12,869,269

15,450.480

16,723,847

19.593.320

43,781.521

42,869,269

45,450,480

46,723.847

49､593.320

12.182.646

11,928.803

12,647,051

13,001.378

13.799.837

12.183

11,929

12,647

13,001

13.800

19.369,554

19,183,664

17,467,049

18,135,419

17.894.949

135,586,878

134,285,648

122,269,343

126,947.933

125,264,643

37.728.405

37.366.324

34,022､667

35.324,532

34.856.140

37,728

37.366

34,023

35,325

34.856

″
″
″
″
″

″
″
″
″
″

1929

1930

1931

1932

1933

51,511.156

』17.683.536

48,861,826

51,222,910

56.296,382

４
５
６
７
８

51,511.156

47,683,536

48.861.826

51.222.910

56,296.382

14,333,494

13,268.421

13,596.292

14,253.287

15.665.031

14,333

13,268

13.596

14,253

15.665

17,858,076

17.715,546

18.011,078

18,396,510

19.031.269

125,006,532

124.008.822

126,077546

128.775,570

133.218.883

34,784,318

34,506,695

35,082,338

35,833.090

37.069.486

34,784

34,507

35,082

35.833

37.069

″
″
″
″
″

″
″
″
″
″

1934

1935

1936

1937

1938

９
川
皿
胆
昭

(jJ1.372,163

65,650,465

72,137.823

79.393.969

89.345.867

“,372,163

65.650,465

72,137.823

79.393.969

89,345.867

17,912,198

18,267.898

20,073,071

22,092.166

24.861.381

17.912

18,268

20.073

22.092

24.861

19,928,900

20,270,416

19.739.642

21.894.1$IO

21．671．610

139.502,300

141.892.912

138,177.494

153,258,980
151.701.270

38,817.910

39.483,122

38.449,269

42.645,844
42.212.395

38,818

39,483
38.449

42,“6

42．212

″
″
″
″
″

″
″
″
″
″

1939

1940

1941

1942

1943

194;l

l945

1946

1947

1948

l』1

15

16

17

18

l()9.840.413

1()9.544.967

120‘960,217

104,512,871

137.980.676

109,840.413

109.544,967

120,960.217

104.512.871

137.98().676

30.564.193

30,481.983

33,658,390

29,081.751

38.394.503

30,564

30.482

33,658

29.082

38.395

23,437,]‘71

29,438,()36

47,150,147

48,902,469

19.562,456

164,060,197

206,066,252

330,051,029

342.317,283

136.937.192

45,651,390

57.339,995

91,839,999

95.253.207

38,104.143

45,651

57,340

91,840

95,253
38.104

″
″
″
″
″

″
″
″
″
″

19

20

21

22

23

129,256,289

75,554,938

70,2()4，81il

79.557.361

84．911．823

129.256,289

75,554.938

70,2()4,814

79,557,361

84,911.823

35.966,855

21,023,917

19,535,192

22､137,631

23627,564

35,967

21.()24

19,535

22,138

23628

24.563,392

22,782,278

26,415,883

26,766,992

22.785.441

171,943,744

159,475,946

184,911,181

187,368,944

159．498．087

″
″
″
″
″

47,845,06(j

44,375,777

51,453,385

52,137,282

44.381,938

47,845

44,376

51,453

52,137

44382

″
″
″
″
″

1949

1950

1951

241

25

26

lK11,28(),702

95.738,245

106.988.713

39,312.768

26.640.124

29770.679

141.,28().702

95.738.245

106.988.713

39,313

26.61()

29.771

″
″
″

△注)薪炭材の数値は，右頁のグラフに表示していない。

q注)1949～51年は，素材生産最表示の数値をグラフ化した。

⑳－林業技術No.7022000.9
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原資料表示’換算表示
素材生産量|単位|m3換算’千m3表示

元号西暦 西暦

1899年

1901年

1903年

1905年

1907年

1909年

1911年

1913年

1915年

1917年

1919年

1921年

1923年

1925年

1927年

1929年

1931年

1933年

1935年

1937年

1939年

1941年

1943年

1945年

1947年

1949年

1951年

1953年

1955年

1957年

1959年

1961年

1963年

1965年

1967年

1969年

1971年

1973年

1975年

1977年

1979年

1981年

1983年

1985年

1987年

1989年

1991年

1993年

1995年

1997年

1949

1950

1951

1952

1953

ｌ２
５
６
７
８

Ｓ
２
２
２
２

75,025,052

73,158,835

79,554,487
139,866

151.531

石
〃
〃
霜
〃

20,876,471

20,357,177

22,136,832

38,919
42．165

20,876

20,357

22,137

38,919

42.165

1954

1955

1956

1957

1958

29

30

31

32

33

143,466

153,937

162,726

47,713

43,794

39,921

42,835

45.28(）

39,921

42.835

45,280

47,713

43.794

３
１

″
〃
〃
和
〃

1959

1960

1961

1962

1963

34

35

36

37

38

45.438

48,515

49,893

49,807

50,193

45,438

48.515

49,893

49.807

50,193

″
″
″
″
″

1964

1965

1966

1967

1968

50,678

49.534

51.023

51,813

48,169

50.678

49,534
51,023

51,813

48.169

39

40

41

42

43

″
″
″
″
″

1969

1970

1971

1972

1973

1974

1975

1976

1977

1978

44

45

46

47

48

46,062

45.351

45.253

43，114

41,584

46,062

45.351

45.253

43,114

41,584

38,874

34.155

35,271

33,793
32.145

″
″
″
″
″

９
０
１
２
３

４
５
５
５
５

38.874

34.155

35,271
33,793

32.145

″
″
″
″
″

’
一
一
一
一
一
一
・
一
‐
’

’
’
一
一
定
一
Ｆ
｜
｜
団
一
一

一
一
一
左
一
一
一
｜
ロ
ー

1979

1980

1981

1982

1983

４
５
６
７
８

５
５
５
５
５

33,270

34,()51

31,370

31.904

31,990

33,270

34,051

31,370

31,904

31,990

″
″
″
″
″

32,511

32.944

31,52(）

30,893
30.930

1984

1985

1986

1987

]988

59

60

61

62

63

32,511

32,944

31,520

30,893

30930

″
″
″
″
″

30､515

29,300

27､938

27,114

25570

30,515

29,30(）

27,938

27,114
25.570

'989

1990

1991

1992

】993

１１
２
３
４
５

卜 ″
″
″
″
″

24,456

22.897

22.469

21,551

1994

1995

1996

1997

24,456

22,897

22.469

21,551

が
ｎ
Ｖ
【
ｊ
Ｏ
ｎ
ｘ
〕
ｎ
ｕ
Ｊ

〃
〃
″
〃

の数価が欠落しているが，1942年の「総数｣欄には「国有林」
と「公私有」の当年実績に「御料林」の前年実織を加えた数
値が計上されている。後年発刊された累年統計表においても
この数値が採用されていることから，本表もそのまま使用し
た。●薪炭材欄について①．…･･1941年．1942年の特異な数値
は「製炭原木」の扱い方によるものと推察できるが，ピツタ
リとした数値が統計表からは得られず,そのまま使用した｡●

薪炭材欄について②．．…･正味石数換算では空隙率を3割とし
た(複数の統計表脚注)。②素材生産量欄について･･･…1952年
については「(略）この増加は実勢ではなく1951年度までの
調査は表式調査そのままの結果で修正すべき適当な資料がな
かったため粘度が低いことに起因する」（第29次農林省統計

表脚注)とある｡④年表共通･…･立方、換算は1石=0.27826
立方mとして計算した。●参考...…昭和30年に｢農林省累年
統計表｣が刊行されている（以降刊行なし)。また，各年次の
統計表の解説・脚注には興味深い記載がある。一読をお勧め
したい。

＊＊＊留意していただきたい事項＊＊＊

●表の作成にあたって･････数次にわたる重複した統計表を照
合して原資料のミスプリ等の排除に努めたが，使用される場
合は原資料によるチェックをお願いしたい。●用材について
……･明治32年から昭和26年までは「森林伐採」として立木

伐採量を，昭和24年以降はr素材生産量｣が褐戦されており，
両者の連続性はない。●いわゆる薪炭材について…．．｢薪材」
「薪炭材」「製炭原木」r普通薪」「ガス薪」「しば薪」「まき」
とまさに時代を反映する諸表が掲載され現在に至るが，昭和

25年･昭和48年に接続が断たれている。薪炭材生産が森林生
産の主流を占めていた時期を薪炭材柵にまとめた。●単位に
ついて･･････後年次の統計表が累年表示で新しい単位に換算し

ている（併記している）例が見られるが，極力元の表示を採
用した。●用材柵について①．…･･1899年･1900年は『公有社
寺私有二於テ材積ナキハ単位以外ノ調査ナルヲ以テ削除｣(第
24次農商務統計表脚注)とあり，特異な数字になっている。、
用材欄について②．．…･1942年～1945年は統計表｢御料林｣柵

林業技術No.7022000.9-⑳
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第4G回

林業技術コン

発表要寶
テストグ
Ⅱ

昭和30年に始まったく林業技術コンテスト＞は本年第46回を迎えました。今

年は5月23日に本会で開催され,森林管理局・分局支部,都道府県支部からの推
薦による17件の発表が行われました。

◇本コンテス|､は，林業の第一線で実行や指導に活躍さ

れている技術者の皆様が，それぞれの職域で業務推進

のために努力され，そこで得られた貴重な成果や体験

を発表していただく場です。本会では，これらの発表

の成果が，関係する多くの方々の業務の中に反映され

ていくことを願って毎年開催しています。

◇今回の審査では，「林野庁長官賞」3件，「日本林業技

術協会理事長賞｣3件が決定し，受賞者は，翌24日の

日林協総会席上で表彰されました。

◇今回17件の全発表内容(要旨）については，前号と本
号の2回に分けて紹介しています。

◇所属は発表時のものです。

'第46回|林業技術ｺﾝﾃｽﾄ林野庁長官賞

デジタル情報を用いた目に見える
国有林経営北海道森林管理局函館分局

後志森林管理署黒松内事務所

えさしみつひろはしもとひろあき

江刺光浩橋本裕彰

■はじめに■

当事務所においては，いち早くデジタルカメラ，そ

れに伴うOA周辺機器，関連アプリケーションソフト

等を導入し，独自で蓄職する'iif報についてはできる限

りデジタル化を図ってきており，現准約3,800枚のデ

ジタル画像を保有している。今後これらの情報を業務

の中に有効に取り入れていくための条件整術として，

①蓄積しているデジタル情報の効率的な整理，②必要

なときにだれもが使えるシステム作り,@OAを利用

した業務の効率性の追求，を研究月隙とし，特にケー

ススタディを中心に汎用化を図るための検討を行った。

■研究方法■

署(所)業務における活用（ケーススタディ）

職員が記録したデジタル情報を一元的に管理し，で

きる限り効率化させるため，下記のデジタル‘附報利用

上のニーズに基づき，業務の実態に即したコンピュー

タソフトを独自に開発した。

②－林業技術No.7022000.9

（ニーズ1）ファイル名のルール化：デジタル画像情

報の蓄職を図るうえで最も必要なことは，デジタル画

像に付けるファイル名に規則性を持たせることである。

画像ファイル名の命名について，操作する者の主観に

とらわれることなく自動的にルール化し，業務の中で

検索するのに不可欠な事項（事業種類，林小班，場所，

撮影者等）を漏らすことなく，ファイル名の中に盛り

込むことが必要である。

（ニーズ2）デジタル情報の検索･閲覧：次に必要な

ことは，蓄積堂の多い画像情報の中からルール化した

ファイル名の要素を用い,瞬時に検索し,閲覧させ，取

り出すことができるようにすることである。これには

規則化したファイル名の構成項目を利用して，欲しい

梢報のキーワードを選択的に指定することによりだれ

もが簡単な操作で扱えるようにする配慮が必要である。

■研究結果■

（成果1）画像閲覧型データベースソフトの開発：1



▼図①画像ファイルの検索・閲覧 ＜機龍2＞画像ファイルの自動命名
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③検索条件付け （淡示した両倫のファイル名にあるキーワードはす

べて各項目のドロッノダ･シンメーコーに褒示するた

め、欲しい1蛾M牡この中から選択しif？⑤）

沙
③項目を逓択式に入力します。 ④項目入力縦、「OK」をクリックして

搬定します。④検犠紫件付け殿定後の
間覚画面

（齢件付けした項目く車飛辱r単花｣、甥

桁『ガー訳詞）噺含む函惚ファイル瞳すべ
て畷示しまﾀ．｡）

一
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名を自動的に命名（変更）します。篭壁璽

＝

図②画像ファイルの自動命名伝 一
一

》
錘 －毒毎重

つのソフトの機能で前記両方のニーズにこたえ，だれ

もが簡単に扱え，しかもWindows環境の下で動作す

るようにVisualBasicにより画像検索閲覧ソフトを

独自に設計，開発した（図①)。

（成果2)事例研究一画像表示型森林情報：データベ

ースの試作：事例研究として，成果1の画像検索閲覧

ソフ1､を活用し，規則的にファイル名を決定したデジ

タル画像（図②）と，国有林の既存デジタル情報資源

｢森林情報システム｣とを組み合わせ，林小班データを

示す「画像表示型森林情報データベース」を開発した。

また，本データベースと|ｴ|土地理院から出版されてい

る数値地図(標高/地図画像）との連動により，イメー

ジのシステムを概築した（図③)。

現段階では当事務所レベルでの取り組みであるが，

今後の国有林野事業における「森林GIS」に発展させ

るためのステップになるよう，現在，本データベース

の諸般の改良を行っているところである。

■考察一無理なく導入するための提言一■

だれもが容易に記録・蓄俄できるデジタル画像だが，

組織として無理なく導入するためには，職員の意識の

徹底や，体制として取り組むための枠組みが必要であ

り，以下にそのための提言を記述する。

①職員の意識の徹底：現場に行くときのデジタルカ

メラ携帯の慣習化のほか，組織内の画像ストック数を

こまめに集計し，1人1人の撮影が蓄秋財産を増やし

ているという意識を持つ｡②撮影した画像の迅速な処

理：撮影者が撮ったデジタル画像は，すぐにルールに

則り整理する。③情報を一元的に管理するルール：だ

れもが簡単に使えるソフトを導入し，ルールに則った

統一した処理や整理を徹底する。④取扱技術者の役割

を明確化：中心となる取扱技術者の役剖を明確にし，

一般の職員もこれまでワープロ・表計算専門だった各

自のデジタル処理の守伽純凹:|を拡大する意識を持つ。

⑤取扱技術者の計画的な要請：トラブルが起こっても

安心して相談できる，資質を持った取扱技術者を計画

的に養成する。

■まとめ■

インターネット時代である現在，業務の効率化・確

実性を求める国有林野事業においても，通信ネッl､ワ
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ス寺-ヤニング<右上図)｣及び｢数値地図別､メッシュ(標擶）日木I(右下図>」（固土1#癖院）を基に‘
『カシミール3D（DAN杉本氏作成)」で表示し、活用しています。

－ク主体の業務運営をはじめ，森林GIS

などの先端技術導入による的確な森林情

報管理は必要不可欠となると思われる。

これまで現場での業務が中心であった職

員全員が無理なくデジタル情報を扱える

には，ハードの導入以前に，ソフト面で

の資質の充実が必要となるが，それに移

行するまでのステップとして，デジタル

カメラの活用はだれもが簡単に入ってい

ける有効な方法であると考えられる。こ

のため，今後，組織全体の統一した導入

を検討するための手段として，当事務所

で開発したソフトを，当分局管内におい

て猿極的に普及するつもりである｡

当事務所としては，伝統ある営林署時

代から蓄積したデジタル情報という財産

を,漏らすことなく見える形で,21世紀の国

有林経営に引き継いでもらうため，なお

一層の検討を加えていくつもりである。
図③画像表示型森林情報データベース

第46回|篝46回’林業技術コンテスト 林 野庁長官賞’

センサーを利用した確実な伐倒
方法について九州森林蕾選局熊本南部森林管理署

株式会社森和人吉支部零＊

ひらかわかずとしいのうえしげのり

平川一利＊井上菫徳。

■はじめに■

ここ数年来，木材価格が低迷を続ける中，林業従事

者の減少に伴い，特に熟練した伐倒技術者が少なくな

ってきている。しかし一連の伐倒作業の中では，伐倒

方向の狂いが原因と思われる死亡災害等重大災害が跡

を絶たないのが現状である。伐倒方向を確実にするた

めには，受け口切りおよび追い口切りの際に，『ツル」

を正確に残す必要ｶざある。伐倒作業において，「ツル」

を正確に残すという作業は，熟練者でさえ勘に頼って

いるのが現状であり，初心者にとっては，チェーンソ

ーを止めて「ツル」の残り具合を確認しながらでなけ

れば，なかなかできる作業ではない。

このようなことから，伐倒作業に赤外線センサーを

利用することにより，初心者でも「ツル」を正確に残

すことができないかと考え，研究に取り組んだ。

②－林業技術No.7022000.9

■研究経過■

だれでも簡単に使用できるためには，軽量で確実に

作動する装置であることが重要である。本装置はチェ

ーンソーにより所定の位置まで立木が切断されると，

歯またはバーが赤外線を遮断してセンサーが作動し，

ライト（赤色灯等）が光ることで正確な「ツル」がで

きたことを作業者に知らせるように考案したものであ

る（1号機に続き改良2号機を製作)｡センサーは12ボ

ルト以上の電源で作動するものを使用しているので，

9ボルトの電池2個を内蔵し，防水と軽量化を図った。

また，センサーに木屑等のゴミが付着すると誤作動を

招く可能性があるので，ゴミが付着しないように工夫

した。さらに，センサーを設置する場合，伐倒対象木

の立地条件がそれぞれ異なるため，どのような立地条

件においてもセンサーが対応できるように伸縮自在の



マンガン竃池(9ボルト･2個）
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確認ライト

写真①伐倒方向を確実にする装置（2号機全体）

写真②赤外線センサーとセンサーコード（2号機）写真、 受け口端より残すツルの幅の位置にセンサー（この写真は

1号機）を設置し，確認ライトは作業者の見やすい位置に
置く

写真④同じく現場での設置状況（1号機）

写真⑤作動時の状態（チェーンソーを置いて撮影した1号
機）
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写真＄

零
2号機を取り付けた状態（追い口を切っていき，
バーの歯の部分がセンサーの位置までくると確認
ライトが点灯する）

支持杭を作成し，センサーの設臘がワンタッチででき

るようにした。

■実行結果および考察■

現在市販されているセンサーや電池は小型で性能も

よく，また確実に作動することから，伐倒中何回も｢ツ

ル」の残り具合を確認しなくてもrツル」が確実に残

り，伐倒方向もほとんど狂いがなくなるなど安全性向

上面で大きな力を発揮する装置が完成した。そのため，

初心者も安心して作業することができるなど，作業能

率も格段に向上するものと考えられる。

■まとめ■

今回の研究では，伐倒作業における切断面の確実な

｢ツル」の確認を赤色灯等の「光」によって行うように

してあるが，今後，無線によるブザー方式を採用し，

耳栓を代用したイヤホンによって確実な「ツル」の確

認を行うことも可能であると考えており，これにより

さらに安全性が向上するものと考えられる。

第46回|林業技術コンテスト’ ’日本林業技術協会理事長賞 ’

北海道型フオレストスケープ(森林景観)の
確立に向けた施業方針の検討

北海道森林管理局指導普及課

まつもとまこと

松本誠

■はじめに■

従来の森林風致施業等の考え方とは異なった，新た

な概念の「フォレスl､スケープ（森林や樹木が見えて

いる景観)｣が注に'されてきている。しかし北海道の職

雪地域での「フォレストスケープ」に対する施業方法

については，これまで取り組まれていなかったことか

ら,AHP法(階層化意志決定法)によるアンケートを

行い，森林景観や施業などに対する意識の確立を図っ

たので，その結果を報告する。

■調査内容■

大学生96名に対して,北海道の森林景観や施業方法

を探るアンケート調査を実施した。有効回答数96名

(男性72名，女性24名)，平均年齢19.5歳であった。

｢森林景観を構成する因子の重要性」を調査項目とし，

AHP法により評価した。

森林のアメニティー機能の中で，視覚の快適性を支

配する｢樹種｣，「北海道の代表的風景｣，除伐･人工林・

壮大さなど「施業上重要な要件」の因子を3つのグル

ープに大別し，快適な森林景観とするためにどの程度

重要かを一対比較してもらい，ウエイl､を算出した。

図①は「施業上重要な要件」の一対比較を示した例

⑳－林業技術No.7022000.9

である。9段階の一対比較値を設け，「除伐の実施｣と

r針広混交林，人工林，枝落とし，壮大さ，均一性，立

木密度」のそれぞれの因子を一対比較している。

表①は，それらの一対比較の集計結果である。表②

は，集計結果を一対比較表にしたもので，縦横に「除

伐の実施や針広混交林」などの項目を設けて，各点数

によりウエイトを算出したものである。

■結果■

アンケート調査の結果から，「因子とそのウエイト」

を示したものが図②である。広葉樹4種ではサクラに

次いでカエデのウエイI､が高く，一般的な日本人の好

みが現れている。

「北海道の代表的景観｣では，森林景観である「壮大

な天然林が続く森林」が高いウエイト（0.45）を示し，

次いで中間的景観である「森林（山）と牧草地や牧場

に牛・馬・サイロなどがある景観」（0.29)，まとまり

のある白い群での「シラカバの森林(一斉林)」（0.12）

となっている。田園風景の「森林とラベンダーや丘が

織りなす景観」(0.08)や森林景観の1つである「大き

く成長したトドマツ人工林（植林)」（0.06）のウエイ

トは低い。トドマツ針葉樹の人工林だけで織成される
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▲図②因子とそのウエイト

（林業科の学生による評価）

森林は，色彩や樹形が同一で変化に乏しい餓観である

ことで評価が低いことがうかがえる。中間的景観の牧

草地や牧場の風景は，森林の多様性などの自然性と人

為性が調和した北海道らしい景観であることから，比

較的ウエイトが高いものと推測される。

「施業_上重要な条件」では，単一林分の「人工林」

（0.08)，「針広混交林」(0.05)および「除伐の実施」

（0.03)については低い評IIIとなっている｡人工林の｢均

一性」と「枝落とし（枝打ち)」は同程度(0.12)に評

価されている。間伐などの密度調節により下l闇植生が

確認でき木漏れ日の明るさを得られる「立木密度」

(020)f',森や木々 の大きさおよびまとまりである｢森

林の壮大さ」（0.40)は，施業を行ううえで璽要な要件

の因子として高い評価となっている。

今回の分析では，広い面識の森林と大径木が適度に

あり，下層には草花や野生生物の生態を感じられる森

林は，景観上，重要な役割を果たすものと推測された。

■まとめ■

樹種は，色彩の強い赤，黄色系統が志向色として認

められた。北海道の壮大な天然林をイメージした「天

然生林」に対する期待感は強く，一方で人為的施業行

為についても受け入れられていると思われる。また，

人工林では，北海道においても，本州の森林景観と同

様に「さわやかな感じ」を与え，「清れつさ」を演出す

るため，「枝落とし」やr除伐｣，および適度な「間伐」

の実施について，有効性が示唆されるものとなった。

次に，降雪による森林景観の変化について見ると，

写真①は人工林が紅葉時期を迎えた森林景観である。

上部にカラマツ，中間にアカエゾマツ，下部にシラカ

バ等，右にストローブマツ，手前には芝生の上に東屋

が配置されている。写真②は同じ場所の降雪後の森林

策観である。木々の緑色から雪の白色へ変化し，雪を

注視することがよくわかる。

また,上部にシラカバ等の広葉樹,中間にトドマツ人

工林,下部にナラやニレがある林分において,当センタ

ーで実施した森林景観施業前後の写真を見比べると，

トドマツ人工林の「枝落としと除間伐」や森林全体に

わたって適度な「除間伐」を行うことで人工林が引き

立ち，色彩のコントラストが強くなることがわかった。

今回のアンケート調査は回答数が少ないことで，階

I曹や年齢に偏りが出たことから，今後は広く一般住民

を対象に意見を取り入れ，施業実施箇所の評価を行い

たい。さらに各種試験地を設定し，各機関の指導を得

ながら，望ましい施業方法について詳細に検討を続け

ていく予定である。

林業技術No.7022000.9-⑳
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｢低コスト林道の開設について」鰹
一林道ネットワーク化の促進一誉がゎ

関東森林管理局磐城森林管理署原町事務所佐川

』
型
廷
個

はなわ 礎
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■はじめに■

林道は効率的な林業経営の展開や森林の適切な維持

管理に必要不可欠であるとともに，森林の総合利用の

推進,山村の生活環境の整備,地域の振興等にとって重

要な役割を果たしている｡今後も「国民の森林｣づくり

の推進，森林の公益的機能発揮,また,森林整備等の推

進のため，林道機能に対する期待がますます高まるも

のと予想される。しかしながら,近年の林道関係の予算

事情は厳しく，林道網の整備等が進まない状態にある。

このような中にあって，当事務所においては既存の

突っ込み林道を結んでいた木材搬出路跡（作業道）を

活用し，低コストで連絡線形の林道を開設した。この

ことにより，地域の主要な公道と公道とを結ぶ林道の

ネットワーク化が推進され，林道の持つ機能の高度発

揮のみならず，緊急時の避難道路，林野火災の延焼防

止等，防災林道の役割発揮が期待されることから地域

住民の高い評価を得ているので，この取り組み事例に

ついて報告する。

■工事に至る経過および施工方法■

今回開設した冬住林道は，既設林道終点から約3

kmの作業道をおおむね活用したものである。この作

業道は立木処分に伴い木材搬出路として作設された路

線であり，幅員が狭く，急勾配，急カーブ箇所が多く，

以前から立木買受業者等から幅員を広げてほしい等の

要請があった。また昨今のアウトドア志向等を反映し

て，この作業道の利用頻度が高く，地元住民からも強

い拡幅要請があった。

そこで平成10,11年にかけて建設機械による作業

委託方式十部分請負方式による工法で，この作業道の

線形を基として林道規定に合うように改良し，林道を

開設した。また間伐材の有効活用と経費の節減を図る

ため，間伐材を利用した簡易横断溝シスイエースを使

用し，平成10年度に15基,11年度に18基，計33基

施工した。なお，当事務所管内の林道状況は，52路

線，総延長128km(うち併用林道延長7km),林道密

度5.6m/haである。

鰹結果および考察■

今回開設した冬住林道は，作業道をベースに開設し

たものであり，平成10,11年の2年間にわたり延長

3,324mを施工し,In当たりの単価は約8,400円であ

った(表①)。この林道が完成したことにより，県道｢原

町･川俣線｣を起点に，「助常林道」と連結し，県道｢原

町･二本松線」に接続する連絡線形の路線ができた（図

①)。

また，平成6～9年度にかけて，従来の林道開設工

事により延長2,940mの林道を開設したが,土質や地

形等の関係もあり9rn当たりの単価は23,000～87,000

円であった。今回の建設機械による作業委託方式十部

分請負方式により開設した冬住林道では，作業道をベ

ースとした林道の新設工事とはいえ，従来の林道新設

工事費の約10～30%で施工することができ,大幅なト

ータルコスl､ダウンを図ることができた（表①)。

間伐材を利用した簡易横断溝シスイエースを使用し

た施工方法（写真①）に関しては，①比較的簡単に施

工でき経済的であること，②土砂の取り除きが容易で

あること，③横断溝として表面流水の処理が期待でき

る，といったことがメリットであるが，問題点として，

勾配箇所およびカーブに施工した場合，加重の掛かり

方によってシスイエースが跳ね上力苗る恐れがあること，

耐久性に若干の不安があるといったことが挙げられる。

■まとめ国

低コスト林道の開設および林道ネットワークの促進

図①冬住林道平面図鋤一林業技術No.7022000.9



表①従来工事との比較

建設機械による作業委託方式十部分請負方式と通常工事の違い

1調査･測量･設計

2工事

建設機械による作業委託方式十部分請負方式

直堂（職員十臨時作業員で実施）

建設機械による作業委託方式十部分請負方式(林

道工事に慣れだオペレーターの確保）

直営

有利な地元産の砕石利用（見積契約）

m当だり約8,400円

通常工事

調負

請負

3.施工管理

4.敷砂利

5.工事金額

請負

謂負業者が契約

、当腫り

約23～87千円

※従来の新設工事の約10～30%での施工（直営費用を除<)

として作業道をベースに林道を開設した結果，一定の

成果を得ることができた。このように，既設の作業道

等を利用・活用することに着目し，林道開設コストの

低減化を図るため，建設機械による作業委託方式およ

び部分請負方式など施工方式の見直しを行い，織密な

施工をすることは，1，－タルコストの面からも有利と

判断される。また，林道の総延長が延びることによっ

て立木販売等に有効に活用され，林道密度が上がるこ

とにより，きめ細かい森林施業や合理的な林業経営と

森林管理が行われるようになると考えられる。

写真①シスイエース設置状況

今後，林道はこのような林道ネットワーク化が進む

ことにより，従来の施業用林道から公益性を高めるた

めの林道へと，その性格の転換が図られるものと思わ

れる。このことにより，多様化してきている地元住民
こた

のニーズに応えるとともに，保健休養，林野火災のあ

った場合の延焼防止(防災林道)，観光，森林レクリエ

ーション等の利用を通じ，さらなる地域振興の一助に

つながるものと期待される。また，ネットワーク化の

促進は，将来，林道の併用化を図る促進策としても有

効と考えられる。

鯛林業技術ｺﾝﾃｽﾄ 中部森林管理局

森林技術第一センター

上松ヒノキ天然林の漸伐施業試験
について

璽

みむらはるひこあかはねようすけ

三村H吉彦赤羽陽介

木曽森林管理署上松町小川国有林内において，ヒノ

キ天然林の天然更新施業法の1つとして，漸伐によっ

て残された保残木を母樹とし，天然性稚樹が持つとい

われている悪質土壌や環境変化等への順応性の澗さを

生かして更新を完了させようとする試験を事業的な規

模で行った。

漸伐施業試験：試験地は木曽谷中部の準平原湿性ポ

ドゾル地帯で,ヒノキとヒバが総本数の95％を占める

林分である。更新樹に必要な照度を確保するため，伐

採率70％で昭和48～50年に伐採を行い，母樹の風に

よる転倒と枯損防止および搬出の便を考慮して，5～

10本を単位とする群状保残方式を採用し，集材効率に

重点を置き列状に保残群を配置した1－号区と4号区，

更新を主眼に保残群を均等に配置した2号区と3号区

に区分した。各試験区において，樹種別本数，母樹の

保残状況，および林内照度について調査した。

結果と考察；平成11年の調査では,1号区と2号区

は林内照度が55～65％で,母樹の保残形式にかかわり

なく稚樹本数は17,500～20,000本/ha,平均樹高は約

2.7mで，樹種割合も類似したヒノキを主体とした林

1;'1であった。3号厩は林内照度60～73％，平均樹高

2.6mで,樹種割合は1号区,2号区と同じ傾向を示し

ているが，糀樹本数は7,600本/haと4試験区の中で

最も少なかった。4号区は林内照度が30％と低く，稚

樹本数において，ヒバ(6,900本/ha)がヒノキ(3,400

本/ha)を2倍近く上回っていた。

以上の結果から，各試験区での稚樹本数，樹種割合

にばらつきがあるものの，最低でも7,600本/haの稚

樹が生育しており，試験地全体は更新完了の状況にあ

る。しかし，ヒバが主体となりうる試験区もあり，ヒ

ノキの発生に適した伐採率の選択や稚樹の成長期に上

木の密度を調整するなど，人為的にヒノキの生育に必

要な照度を与えることでヒノキの天然更新は可能であ

ると考えられた。

林業技術No.7022000.9-④



第46回瓢林業技術ｺﾝﾃｽﾄ 北海道森林管理局空知森林管理署

北空知支署

ミズナラ造林試験地の現況について

北海道の広葉樹は，近年その資源状況が減少の一途

をたどっており，当支署では祇極的に広葉樹施業の推

進を図るなど，将来の広葉樹資源の維持．造成に努め

ている。その一環として，植栽後45年を経過したミズ

ナラ人工林において，平成元年度に間伐を実行したも

のの，いまだに林冠がうっ閉し，過密状態が解消され

ずに成長の停滞が見られる。そこで,|間伐後10年が経

過した現状を調査し次回間伐に向け考察したので報告

する。

調査地の概要および調査方法：調査地は，石狩空知

森林計画区内幌加内町にある||召和29年植栽のミズナ

ラ人工林で，林況は植栽したミズナラのほかに,1､ド

マツ，ダケカンバ，ホオノキなど天然木が侵入し，林

床植生はクマイザサである。調査地内に標準地を設け，

胸高直径，樹商，侵入木の樹種別柵成および本数を調

べた。また，林分の状況および林冠の陥澗状況につい

て，他機関の協力を得て現地検討会を|州催した。

第46回'第46回’林業技術コンテスト

海岸防災林造成の－考察

当管理署が管理するオホーツク海に面する海岸には，

塩分を含む風や流氷の着岸する気象条件の厳しさ等か

ら砂丘が幅広く形成されている。この砂丘一帯が飛砂

防備保安林および潮害防備保安林に指定されたのを機

に，昭和12年ごろから砂丘荒廃地の復旧に努めてき

た。それら過去の施業経過の概観と，現在の状況につ

いて報告する。

防災林造成および防風対策：昭和12年ごろからハ

マニンニク，イタチハギ，トドマツ，アカエゾマツ等

を植栽するとともに，堆砂垣，静砂垣，土塁等の工作

物を施工してきた。防災林造成初期のころはすべて人

力を主体とした作業であったが，昭和60年代に入り，

パワーショベル等の大型機械を導入した客土施工が開

始された。砂地に機械で列状の漁を掘った後に畑土を

客土することで，保水性の向上や地温の急激な変化の

抑制が可能になり，植栽木の活芯率がlhj上した。現在

までに62haの造林地を造成することができ，また,植

⑩－林業技術No.7022000.9

なかたただゆき

中田忠行

結果と考察：今回の調査結果と平成5年度の調査結

果との比較では，平均樹高平均胸高直径ともに大き

な成長は認められなかった。したがって平成元年度に

実行した間伐により期待されていた効果は上げられず，

この間に樹冠の競合による成長の衰退，枯死木の発生，

樹冠の縮小傾向，側枝の枯れ上がり等が見られたこと

から，林分全体の活力低~ドおよび成長の衰退が考えら

れた。現地検討会では，①ミズナラ造林地は希少かつ

貴重なもので，今後も試験地を調査してデータを取り，

推移を見守ることが必要，②現状はミズナラ植栽木の

成長が抑えられてもやし状の造林木が多く見られるの

で，思い切った間伐をすべき，③下層木の育成も含め，

将来は複層林へ誘導すべき，などの意見が出された。

今後，各種データの収集に努めるとともに，他機関

の意見も参考にして，ミズナラ大径木を核とした複屑

林型の択伐林へ導く施業を目指していくつもりである。

北海道森林管理局北見分局

網走南部森林管理署

Lゴ

さきどひでき

佐々木秀樹

栽木の生育条件として挙げられる防風・飛砂対策のた

め，砂丘の風の通り道となっている凹地に土塁（人工

砂丘）を作設し，海岸側法面には張り芝を，内陸側法

面では，法肩に張り芝を，中央付近には客土後ヤナギ

埋枝工を，法尻には客土後ドロノキを植栽している。

人工砂丘の造成：土塁の作設には多くの経費を必要

としたが，植栽した造林地を風衝から保護する目的で
たけず

設置した簡素かつ安価な竹賛を利用することで，土塁

と同じ効果を上げる人工砂丘ができることがわかった。

竹喪という簡単な構造物であっても砂の移動を止め，

滞留させる効果があることから,平成10年には防雪と

堆砂を主眼にした木製三角フェンス柵を設侭し，経過

を観察している。現在のところ部分的には効果が現れ

ているが，設置位置による砂丘形成効果やフェンスの

大きさによる滞留効果等，明らかにすべき課題がある。

今後も防災林の観察を続け，効率的かつ効果的な施業

を実施していくつもりである。



鯛林業技術ｺﾝﾃｽﾄ 愛媛県八幡浜地方局大須出張所

周桑森林組合林産物加工施設における

集荷・加工方法の改善について くぼ貢.い邑

周桑森林組合林産物加工施設は，間伐材の利用を拡

大し,周桑地域の間伐の椛進や林家の所得向上を目的

として，平成6年に導入された。しかし森林組合の改

善努力にもかかわらず，竣工以来赤字経営が続いてい

る。10年に実施された会計検査において，同加工施設

の採算性の改善指導がなされたのに鑑み，森林組合参

事，林業課長，工場責任者，林業改善指導員で経営改

善について検討会を開催した結果，製品価格の低下，

材料の品質低下および生産工程に問題があり，待ち時

間等のムダな作業が多く生産性が低い等の原因が提起

された。製品価格の低下および材料の品質低下につい

ては組合独自では改善できないことから，生産工程並

びに集荷方法の改善について検討した。

生産工程・集荷方法の改善および収益の予想：新た

な設備投資や工場の拡張を避け，杭加工時間の増加，

製品歩留まりの向上，加工速度の向上の3点を課題と

して現行の作業を観測し，検討した。杭の生産実験の

久保衛規

結果,2m材を使用することで,現行の3m材の使用

に比べ丸棒削り作業時間を80％に短縮することがで

きた。また丸棒削り量が減少し,切削刃の消耗が2／3

になることから，刃物取り替え時間を減少させること

ができると考えられた。

次に，市場から材料(L3m,d7cm-ド曲）を職入

する現行の生産システム,2m材に調整した材の加工

システム，林家から直接購入集荷した材による生産シ

ステムについて，材料100本当たりの生産額を試算し

たところ，それぞれ30,290円，23,370円，22,350円

であり，1日6時間加工ラインが稼働すると，それぞ

れ348本，655本,745本の加工が可能であり，1日当

たりの収支は，それぞれ134円，27,996円,30,610円

と予想された。

本加工施設は林家や森林組合のみならず，後継者定

着の而からも必要であるので，今後も経営改善に取り

組んでいきたい。

第46第46回|竈46回’林業技術コンテスト 関東森林管理局東京分局

静岡森林管理署

ボランティアによるr国民参加の森づくり」

の展開について いくいみゆきさとうよしひろ

平成8年9月の台風17号により,静岡森林管理署管

内富士山国有林は620haの台風被害を受けた｡被害跡

地は，ボランティアの協力を得て現在復旧を進めてい

るところである。そこで，この3年間のボランティア

活動の状況を踏まえ，今後ボランティアによる「国民

参加の森づくり」をどう展開していくかについて考察

した。

ボランティアの活動状況：ボランティアによる台風

被害跡地の復旧に当たっては，国，静岡県，ボランテ

ィア団体，民間企業等により「富士山の森林再生活動

推進協議会｣が設置され，これまでに12団体が植付等

の森づくり活動を実施した。この12団体は，地元団体

(5)，県外団体(3)，行政主催(2)，企業主催(2)の4つのタ

イプに分けることができる。

作業種は植付・補捕が主体で，復旧実施而職（植付，

H9～11)の14%(33ha)がボランティアにより実

施され，植付･捕植を行った10目1体のうち5団体が苗

幾井美雪佐藤善啓

木を持参し，12団体のうち6団体が道具類を持参し

た｡作業には危険が伴うこともあり12団体すべてが傷

害保険に加入し，うち8団体には技術的な指導ができ

る者がいた。また活動日力§休日に集中したため，署員

は休日出勤で対応した。

今後のボランティア活動の展開について：各ボラン

ティア団体と継続した森づくりを行っていくための協

定を結び，ボランティアの自主性と自立的な活動を尊

重していきたい。

まとめ：身近に森に接し，森の恵みを直接享受でき

る地元のボランティアには｢自分たち力看てている森」

としての活動を期待したい。また，地元以外のボラン

ティアについても，森林・林業のよき理解者としての

輪を広げていただくことを期待したい。今後とも，富

士山国有林が「国民参加の森づくり」の場として獄極

的に活用されるよう，一層努力をするつもりである。

林業技術No.7022000.9-⑳



『
・
９
１
写
．
訂
岼
蹄
乢
酬
Ⅷ
伽
叩
皿
ユ
和
訓

↑
曇
一

一
■
》

一
会
一
員
の
一
広

ポプラ樹幹内に発生した腐朽部上辺

カルスから発根した不定根について

有岡利幸(ありおかとしゆき）近畿大学総務部総務課
ー一…

場
ると，健全部と腐朽部に分けられる。腐朽部は腐朽進

行中部分と，腐朽が進行し木質部が腐植土となった部

分とに分けられる。健全部は，裂け折れ時にできた引

き抜け，裂け折れ幹を除去するときの鋸断面，健全な

木質部，カルス，に分けられる。

なお，観察できる裂け折れ面では，形成層から発達

したカルスに後生枝（不定芽）が37本発生している。

調査時点での後生枝は，発芽部位から1～3cmあた
せんてい

りで剪定されており，その切断面の直径は2～20mm

(平均8mm)である。|陽光にさらされるカルスから

は，後生枝の発生が見られる。

●カルスの現況

カルスは裂け折れ面の上部（水平方向）および左イィ

(上下方向)に発達している。つまり観察できるカルス
ふたまた

は，双幹のポプラ立木の二股が強風のため亀裂したと

推定できる分岐の接合部に発達している。特に左右両

側，つまり,"IIIに平行した｣二下方向の部分にカルス

の発達が著しい。

向かって右側ではIIM6～8cm,平均7cm,長さは

86cmで,朧り上がりは6～7cmである｡向かって左

側のカルスは|脇10～l1cm,平均10.5cm,長さ65cm

に達し，右側のものよりも大きい。盛り上がりは最大

7cmで，その形態はかまぼこ型である。

裂け折れ面'二方の水平方向のカルス組織は，左側で

は明瞭に現れているが，右側半分では，カルス組織と

見られる隆起は認められるが，樹皮に覆われていて明

瞭ではない。

左側上方の水平方向のカルス組織は，幅4～6cm,

平均5cmである。ここから不定根が2本発生してい

る。不定根を発生させた水平方向のカルス組織は，上

下方向カルスとの分岐から25cm右で上下の二股に

分岐している。下方へ分岐したカルスは，右斜め下に

潜り込んでいる。上方へ分岐したカルスの分岐部位は

観察できるが,12cm右の所から樹皮に覆われ判然と

しない。しかし，右側上下方向のカルス組織との連結

が推定される。また，右側上下方向のカルスから、さ

はじめに

平成12年4月5日，勤務先(近畿大学)の描内を巡

回しているとき，ポプラ立木の樹幹にできた腐朽部分

(一部は腐植土となっている)を取りWWむカルスから2

本の根と，腐植土の部分にはたくさんの|||根が綱目状

態に絡まったものを見つけた。当該ポプラ立木は，か

つては双紳であったが,平成10年秋の台風被害で風下

の幹が裂け折れた。そして，腐朽部分が現れ，樹幹内

部の腐朽部分とそこに発根した不定根が鰐出したもの

であった。

樹木が，樹体内に発生した腐朽部分を巻き込むカル

スから不定根を発生させ，その腐朽部分へ向けて伸長

している事例の所見を報告する。

樹体内に不定根を持つポプラ立木の現状

●ポプラ立木の現況

当該ポプラ立木の所在地は，大阪府東大阪市若11:新

II11の近俄大学構内（通称Eキャンパス）である。根元

周り211cm(直径67cm),樹高23m,樹齢は推定45

年生。

当該立木は地上120cmあたりから分岐した双幹で

あったが,平成10年秋に大阪地方を襲った台風の強風

により，風下だった北東側の幹が分岐部から裂け折れ，

その後，除去された。現存の幹は双幹の残りの幹で，

風上の南西側に位置しており，腐朽部分は現存幹の北

東側に樵出している。

当該ポプラ立木の3m西側には,lri1l釧lに植えら

れ,lnl時期に中段切りされたと見られる3幹に分岐し

たポプラ立木が生育している。

●腐朽部分およびカルスの現況

腐朽部位は当該ポプラ立木の地上110～150cmの

間にあり，台風被害により双幹の北東側の幹が裂け折

れる時点まで,現存する幹と接合していた。平成10年

秋に裂け折れた後，外気にさらされているので判然と

しない部分もあるが，現存木の裂け折れ部分を観察す

③一林業技術No.7022000.9



▲写真②裂け折れ部の向かって右側の状況

(腐朽部からたくさんの細根・毛根が露出している。
の部分での発根部位は不明）

▲写真①樹幹内部の腐朽部に不定根を発生させているポ

プラの生育状況

（左側の裂け口の見える木が当該木で，双幹の一方の幹
が裂け折れたもの）

》
」

ルスの1カ所から2本発生している。不定根は，カル

スから1cm伸長した部位で2本に枝分かれしている。

分岐した部分の太さは,樹皮側で17.8mm,内部側で

8.0mmである。樹皮側の不定根は，発生部位から25

mmの所で4本に分岐し，下部へと向かって伸長して

いる。内部側の不定根は,発生部位から50mmの所で

枝根ができている。

2本の不定根は両方とも，強風で一方の幹が吹き倒

された際に引きちぎられたものと見え，ほとんど細根

や毛根を観察できない。しかしごく一部には，径

20～30mmの団子状になった細根が,腐植土を付着さ

せて10数個観察される。

この不定根は双幹の内側で生活していたが，一方の

幹が裂け折れたため外気中に露出するところとなり，

乾燥して，現在では生活していない。

《発生部位が確認できない不定根》

裂け折れ部のほぼ中央にある腐植土部分には，腐植

土中に細根や毛根ｶﾖびっしりと絡み合ったものが観察

らに下部へと分岐する25cmの長さのカルスが観察

される。

●腐朽部分の状況

腐朽部分のうち腐植土となっている場所は，心材部

のほぼ中心にあたる。腐植土部分の大きさを水平方向

で見ると，底辺47cm,上辺25cm,高さ20cmの台

形で,断面積は720cm2である｡針金を差し込んでの奥

行き計測は19cmであった。これを含めると1,404

Crn2となる。裂け折れ部の幹の周囲は251cmなので，

この部位の幹断面積は5,024cm2となる。したがって，

腐植土部分の面積は,幹断面猿の27.9％にあたり，相

当に腐朽が進行している。

また，上下方向の腐植土の長さを針金を差し込んで

計測すると，上方17cm,下方56cmであり，下方に

向かっても相当に腐朽が進行していることがわかった。

●不定根の発生状況

《発生部位が明瞭な不定根》

不定根は、裂け折れ部左側の，水平方向にできた力

林業技術No.7022000.9-⑬



される。これらの根系は，双幹の一方の幹が裂け折れ

た後,1年以上も外気にさらされているため枯れ，乾

燥して先端部は失われている。発生部位は，残存幹奥

部の水平方向カルスと推定できるが，現在では外部か

らの確認はできない。

●ポプラ双幹一方の幹の裂け折れ

いつの時代に行われたものか不明であるが，地上部

120cmあたりで幹を切断され,その切断面から出た後

生枝の2本が成長して，双幹木になっていた。双幹の

分岐部分の上部から，雨水等とともに腐朽菌が幹内に

侵入し，幹材部を腐朽させていた。

平成10年秋に来襲した台風の南西の強風を受け,双

幹のうち風下にあたる北東部の幹が，分岐部の腐朽の

ため風圧にi耐えることができず，裂け折れたものであ

る。

考察

●不定根の発生

苅住昇は,定根の基原は一次組織の中心柱内にある

が，定根の発生する場所以外においても側根の発達が

見られ，これらを総称して不定根という，と定義付け

している（引用文献参照)。不定根は葉･枝･幹･根な

どの各部分から出る根で，挿し木・埋根などによる個

体の繁殖に利用されている。苅住はまた，切り口付近

の未分化の柔組織や，この組織から発達したカルス組

織も不定根を分岐する能力を持っているという。

本報告のポプラ立木の観察できる不定根発根部位は，

前述のように，裂け折れ部の左側にあたる部位にある，

水平方向のカルス組織からである。左右には幹軸に沿

って上下方向のカルス組織が発達しているが，観察で

きる上下方向のカルスからの発根はない。

なお，裂け折れ後1成長期間が経過しているので，

倒れた一方の幹を除去するときの鋸断面の柔組織から

は37本の後生枝(不定芽)の発芽ｶﾖ観察され，存置す

れば幹へと発達する可能性がある。

●不定根発生のメカニズム

発生時期は不明ながら，中段切りされたポプラの幹

の切り口に発生した後生枝が成長・発達し，大径の双

幹となっていた。ポプラは大量の葉をつけているので，

風の圧力を受けやすく，ぜい弱な幹材と相まって，風

害に対する抵抗力の低い樹木である。

当該木は，大量の葉をつけている時期に襲ってくる

強風によって，風下側の幹が大きく揺れ（風上では風

下より影響が低い),双幹の分岐点の結合力を超えたた

⑭一林業技術No.7022000.9

▲写真③裂け折れ部の向かって左側の状況

(左側上下方向のカルスの発達が著しい。腐朽部上部の
水平方向のカルスから不定根が発生している）

め，双幹分岐点上部に裂け円が生じた。ポプラは幹材
いや

の保護のため，この裂傷を癒す柔組織を発達させ，カ

ルス組織をつくり出した。このような事態が長年のう

ちに，たびたび生じていたのであろう。現在観察され

るカルス紅職の発達は，まことに見事なものである。

双幹ポプラは裂傷部に柔綻職・カルス組織を発生・

発達させたが，そのわずかなすき間から雨水と腐朽菌

が侵入し，幹材部を徐々に侵し，腐朽させていった。

幹材の腐朽が進行するにつれ，腐朽部分はスポンジ状

となって，常に水分を過度に含有するようになった。

水分は上方から降雨のたびに補給された。そのため，

カルス部分が常に水分と接することとなり，発根が促

されたものと考えられる。

●樹体内に発生した不定根は吸収根

カルスから発生した不定根は，枝分かれしながら幹

内のすき間を縫って伸長し，より腐朽が進み腐植土と

なった部分から，養分および水分を吸収していた。こ

の不定根は，さらに発達・伸長することが可能だった



▲写真④前掲写真の不定根発生部位を拡大したもの
(発根している状態が明瞭に確認できる所は，この部分だけ。根の先端は下部の腐朽のすき間に入り込んでいる）

と考えられる。が，強風のため幹が裂け折れ，外気にさらされること

となったため，枯死している。

一方，発生部位が観察不可能な不定根は，枝根，細

根が絡み合って，腐植土部分に根網をつくっているが，

これも観察できる部分は枯死している。この部分では，

腐植土奥部の外気に触れない所にある根は生活してい

るものと推定される斌採取することによって標本の

現状が壊されるおそれがあるため，採取調査は行って

いない。

腐植土中の不定根は，直径0.5～2mmまでの細い

根ばかりで，物理的に地上部を支えうる太さの根がな

いところから．これらの不定根は水分や養分の吸収根

おわりに

このポプラ立木の樹体内腐朽部分に発生した不定根

が観察されたのは，強風のため双幹の一方の幹が裂け

折れ，当該部分が露出するという偶然があったためで

ある。

諸先生方のご教示，ご指導をお願いしたい。

（元大阪営林局経営計画担当監査官）
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け

弓
⑦
呂
昌
８
－
シ
号
厨
２
．
〕
弓
圏
冒
れ
ば
ダ
メ
だ
）
」
と
叱
ら
れ
た
。
何
度
も

儒
且
９
．
と
ほ
ぼ
同
義
で
使
わ
れ
る
）
、
修
正
さ
れ
て
や
っ
と
配
布
で
き
る
よ
う

Ｄ
Ｄ
Ｆ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
出
資
機
関
に
な
る
。

と
の
窓
口
の
部
局
、
現
在
は
Ｔ
Ｃ
Ｏ
に
Ｐ
Ｏ
Ｏ
の
仕
事
は
肉
体
労
働
で
あ
る

改
組
）
な
ど
他
局
の
関
係
者
等
を
集
め
と
言
う
人
が
い
る
。
確
か
に
夕
方
５
時

て
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
過
ぎ
に
は
ク
タ
ク
タ
に
な
る
。
廊
下
で

等
を
開
く
こ
と
も
多
い
。
最
初
は
メ
モ
会
う
同
僚
に
「
国
○
弓
曽
●
ｇ
『
９
８
宮
児
」

を
取
る
の
が
梢
一
杯
。
会
議
終
了
後
、
と
聞
く
と
、
肩
を
す
く
め
て
皮
肉
混
じ

ｚ
ｏ
庸
冷
日
昏
⑦
蜀
胃
（
フ
ァ
イ
ル
用
の
り
に
田
色
づ
き
言
い
：
（
な
ん
と
か
生
き

簡
単
な
メ
モ
）
を
作
成
し
て
出
席
者
と
て
る
さ
）
」
と
答
え
る
ケ
ー
ス
が
多
か
つ

関
係
部
局
に
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
た
。
「
夜
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
よ

い
。
特
段
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
関
係
者
ほ
ど
仕
事
が
で
き
な
い
か
、
家
庭
不
和

に
も
メ
モ
を
ｇ
”
（
コ
ピ
ー
）
す
る
こ
と
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
だ
」
と
言
う
人

に
よ
っ
て
報
告
に
代
え
る
こ
と
に
な
る
。
も
い
る
が
、
多
く
の
Ｐ
Ｏ
Ｏ
は
夕
方
６

何
度
も
書
き
直
し
て
や
っ
と
作
成
し
た
時
を
過
ぎ
て
も
残
っ
て
仕
事
を
し
て
い

メ
モ
を
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
上
司
の
Ｍ
課
る
。
超
過
勤
務
手
当
は
出
な
い
が
、
し

長
に
見
て
も
ら
う
と
、
ミ
ミ
ズ
の
よ
う
ば
し
ば
土
日
も
出
て
働
か
な
い
と
追
い

な
ハ
ン
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
訂
正
さ
れ
つ
か
な
い
。
さ
ら
に
、
土
日
に
コ
ン
サ

て
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
る
。
ど
う
も
Ｍ
ル
タ
ン
ト
の
空
港
へ
の
送
迎
や
自
宅
に

課
長
の
ハ
ン
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
読
み
招
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
悠
久
の
時
間

に
く
さ
は
秘
書
た
ち
の
間
で
も
有
名
な
が
流
れ
る
永
遠
の
都
ロ
ー
マ
で
一
人
目

よ
う
だ
。
感
心
な
こ
と
に
氏
の
字
を
見
を
血
走
ら
せ
て
、
世
界
の
時
間
を
追
っ

慣
れ
て
い
る
ク
ラ
ー
ク
の
Ｊ
嬢
は
、
ほ
て
い
る
異
民
族
・
・
そ
れ
が
Ｐ
Ｏ
Ｏ
な
の

と
ん
ど
の
場
合
瞬
時
に
解
読
す
る
。
あ
で
あ
る
。

る
日
、
Ｊ
嬢
も
読
め
な
い
よ
う
な
ひ
ど

い
字
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
思
い
切
っ
（
次
回
は
フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

て
「
こ
れ
は
読
め
ま
せ
ん
」
と
言
う
と
、

；
口

口

く
く
‐
く
く
く
４
Ｉ
ｊ
ｌ
３
６
く
く
ｆ
Ｊ
ｊ
Ｉ
く
く
ｌ
７
ｊ
ｌ
く
く
ｌ
ｆ
ｊ
ｊ
３
１
く
く
！
〃
牙
、
く
く
く
く
く
で
』口

一
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1
1

、

:＝＝＝

林
業
局
の
仕
事
は
伝
統
的
に
特
定
の

専
門
領
域
を
担
当
す
る
経
常
部
門
と
フ

ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
を
行

う
事
業
部
門
に
大
別
さ
れ
、
後
者
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
を
行
う
専
門
家
が

剣ローマ近郊の小都市

の景観：オリーブ

畑と森林のある小

高い丘の上に中世
の街が点在。

［
事
業
部
門
に
つ
い
て
］

■’
伝FAOビルの屋上か

ら見たフォロロマー

ノの周辺：松の木立

ちが印象的。 Ｐ
Ｏ
Ｏ
（
プ
ー
）
と
通
称
さ
れ
て
い
た
。

Ｐ
Ｏ
Ｏ
と
は
弓
８
鳶
具
○
口
の
国
唾
ｇ
〕

○
霞
青
貝
の
略
称
で
、
○
胃
寓
畠
目
と

は
こ
こ
で
は
「
手
術
」
で
は
な
く
「
運

営
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
Ｐ
Ｏ
Ｏ
に

は
す
べ
て
森
林
関
係
の
専
門
家
が
充
て

ら
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
設
置
さ

れ
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
責
任
者
と
し

て
、
技
術
面
や
運
営
面
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
行
全
般
を
任
せ
ら
れ
て
い
た
。

地
域
ご
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
筆
者
は

ア
ジ
ア
太
平
洋
課
の
Ｐ
Ｏ
Ｏ
の
一
員
で

あ
っ
た
。
一
方
、
経
常
部
門
の
関
係
分

野
の
専
門
家
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し

て
技
術
的
支
援
を
行
う
一
方
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
か
ら
注
ぎ
込
ま
れ
る

生
き
た
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
お
互
い
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
に
よ
り
、
経
常
部
門
に
と
っ
て
は
う

ファオボンジョルノ

0剛
章 POO(ブー）2

林野庁研究普及課
課長補佐柴田晋吾

イ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
に
お

け
る
実
践
に
裏
打
ち
さ
れ
た
技
術
的
知

見
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
過
度
の
ア
カ

デ
ミ
ズ
ム
に
陥
り
に
く
い
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
サ
イ
ド
に
と
っ
て
は
高
度
か
つ
実

践
的
な
技
術
的
支
援
が
タ
イ
ム
リ
ー
に

得
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。
事

業
部
門
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
経
常
部
門

の
専
門
家
は
Ｔ
Ｓ
Ｏ
（
弓
①
鼻
目
８
－

ｍ
目
己
。
風
○
段
向
日
．
技
術
的
支
援
官
）

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
と
に
Ｔ
Ｓ
Ｏ
が
決
め
ら
れ
、
Ｐ
Ｏ
Ｏ

と
Ｔ
Ｓ
Ｏ
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
り
迩

営
さ
れ
て
い
た
。

過
去
形
で
記
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な

伝
統
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
体
制

も
、
数
年
前
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
た
組

織
改
革
の
一
弾
と
し
て
地
域
へ
の
移
管

が
図
ら
れ
、
Ｐ
Ｏ
Ｏ
の
い
る
事
業
部
門

は
基
本
的
に
世
界
の
主
要
地
に
あ
る
地

域
事
務
所
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
で
あ
れ
ば

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
）
に
機
能
が
移
管
さ
れ
、

新
た
な
組
織
体
制
で
実
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
後
、

さ
ら
に
各
国
に
あ
る
事
務
所
に
事
業
部

門
の
機
能
を
移
管
さ
せ
る
な
ど
効
率
性

の
向
上
の
た
め
の
模
索
が
続
け
ら
れ
て

お
り
、
い
ず
れ
Ｐ
Ｏ
Ｏ
も
過
去
の
遺
物

と
な
る
運
命
の
よ
う
で
あ
る
。

林業技術No.7022000.9-③



▲出没地を現地検討する参加者たち ▲「おじる橋」から羅臼川上流を見る。ヤナの－部が見える

ガ
イ
ド
役
は
羅
臼
町
役
場
の
Ｔ
さ
ん
で
あ
る
。
彼

は
実
に
精
力
的
に
、
献
身
的
に
ヒ
グ
マ
と
の
共
生
に

文
字
ど
お
り
日
夜
を
分
か
た
ず
努
力
さ
れ
て
い
る
。

行
政
機
関
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
保
護
は
、
休
日
で
さ

し
ゆ
っ
た
い

え
時
間
を
問
わ
ず
要
請
が
出
来
し
、
夜
討
ち
朝
駆
け

を
さ
れ
る
（
？
）
日
々
で
あ
る
。

さ
て
、
氏
は
、
「
羅
臼
町
で
は
、
会
場
の
あ
る
公
民

館
の
半
径
一
○
○
メ
ー
ト
ル
が
唯
一
ヒ
グ
マ
の
出
な

い
安
全
な
場
所
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
た
つ
ぶ
り
に
語
る
。

満
員
の
視
察
者
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
は
チ
ト
ラ
イ
川

を
渡
る
。

Ｔ
さ
ん
は
揺
れ
る
バ
ス
内
で
「
サ
ケ
釣
り
の
人
は
、

釣
っ
た
サ
ケ
の
筋
子
だ
け
抜
き
取
り
、
後
は
放
置
し

て
ゆ
く
。
ヒ
グ
マ
は
、
こ
れ
ら
の
サ
ケ
の
に
お
い
に

引
か
れ
、
道
道
翫
号
を
横
断
し
て
海
浜
部
に
出
没
す

る
』
。
放
置
サ
ケ
の
臭
気
が
誘
因
と
な
っ
て
い
る
の

だ
。
と
す
れ
ば
、
ヒ
グ
マ
の
出
現
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
人
災
で
あ
る
。

羅
臼
燈
台
を
過
ぎ
、
さ
ら
に
半
島
北
東
部
の
海
岸

町
地
区
へ
・
漁
村
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
地
区
で
下

車
。
ビ
ー
ト
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
誤
か
れ
た
袋
を
た
く

さ
ん
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
い

え
ば
、
知
床
へ
の
道
す
が
ら
、
ビ
ー
ト
（
甜
菜
）
、
通

称
、
砂
糖
大
根
の
畑
を
窓
外
に
ず
い
ぶ
ん
と
見
て
き

た
。
か
っ
て
、
青
森
県
で
も
導
入
し
失
敗
し
た
経
緯

が
あ
る
。

古
び
た
漁
具
が
乱
雑
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
人
家
の

軒
先
を
か
す
め
る
よ
う
に
通
り
、
花
を
つ
け
た
オ
オ

イ
タ
ド
リ
が
マ
ン
ト
群
落
化
し
た
沢
沿
い
を
、
わ
れ

わ
れ
は
歩
く
。
こ
の
奥
が
、
よ
く
ヒ
グ
マ
の
出
る
場

所
だ
と
い
う
。
沢
の
右
岸
が
開
け
た
場
所
で
、
Ｔ
さ

ん
は
「
こ
こ
で
す
」
と
指
差
す
。
よ
く
見
る
と
、
泥

が
こ
れ
く
り
回
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
グ
マ
が
泥
遊
び
？

秘
密
は
こ
う
で
あ
っ
た
。
「
二
○
年
前
の
水
産
工
場

の
跡
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
製
品
化
し
な
い
イ
カ
ゴ

ロ
を
埋
め
た
場
所
な
の
で
す
。
そ
の
腐
っ
て
も
い
い

は
ず
の
廃
棄
物
が
、
な
ぜ
か
十
数
年
た
っ
て
も
ヒ
グ

マ
を
お
び
き
寄
せ
て
い
る
の
で
す
。
今
日
も
来
て
い

ま
す
。
掘
っ
た
跡
が
あ
る
で
し
ょ
う
」
一
種
の
ヌ
タ

場
の
よ
う
な
こ
の
場
所
へ
の
斜
面
は
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ

キ
の
下
の
チ
シ
マ
ザ
サ
が
踏
み
し
だ
か
れ
通
路
化
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
Ｔ
さ
ん
は
、
「
二
年
前
に
新

た
に
掘
削
し
除
去
し
た
の
に
、
ま
だ
や
っ
て
き
て
い

る
」
と
、
残
念
そ
う
な
表
情
で
説
明
を
続
け
る
。
私

は
集
団
か
ら
離
れ
て
急
激
な
角
度
で
半
島
の
脊
梁
部

へ
と
続
く
森
林
を
見
は
る
か
し
た
。

不
可
視
の
構
造
と
し
て
、
こ
こ
は
、
奥
深
い
原
生

地
帯
（
雪
旨
扁
閉
）
と
、
人
間
の
か
っ
て
の
生
産
拠

点
を
結
ぶ
、
見
え
な
い
よ
う
で
い
て
、
そ
の
実
、
確

か
に
存
在
す
る
〃
負
の
コ
リ
ド
ー
″
の
終
点
で
あ
り
、

起
点
で
も
あ
る
の
だ
。
一
五
～
二
○
年
前
の
水
産
廃

棄
物
が
野
生
動
物
の
行
動
に
い
ま
だ
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。

再
び
車
上
の
人
と
な
っ
た
。
Ｔ
さ
ん
は
切
り
出
し

た
。
「
今
の
事
例
は
イ
カ
ゴ
ロ
の
に
お
い
で
し
た
が
、

も
う
一
つ
、
臭
気
が
ヒ
グ
マ
を
誘
引
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
」

一
行
は
進
行
右
側
に
広
が
る
国
後
島
の
姿
を
見
る

い
と
ま
も
な
く
、
氏
の
話
に
聞
き
入
っ
た
。

（
青
森
県
西
地
方
農
林
事
務
所
総
括
主
幹
）
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一
‐
行
司
戸
』
「
亡
、
こ
・
二
・
一
！

》

雲
￥謹
蕊
襲
一

一
二
元
潭
君
一
一
二

》

垂
垂
ご
《
三
一
一

蕊
一
躍

筐

、
ご
く
ご
「
一
『
｜
』
』
｜

、
一
’
』
ニ
ュ
ー
』
』
’
一
二
ミ
ー

ヘ
ー
「
一
一
一
『
一
三
吟
ｆ
『
”
’
一
Ｊ

昨
年
、
休
暇
を
利
用
し
て
知
床

羅
臼
に
出
か
け
た
。
「
ヒ
グ
マ
の
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
的
、
羅
臼
」
に
参
加

す
る
た
め
だ
っ
た
。

●
港
で
台
風
略
号
は
太
平
洋
に
去
っ
た

と
は
い
え
、
暴
風
警
報
が
発
令
中

だ
。
な
ま
暖
か
い
風
だ
。
平
成
七

年
度
に
完
成
し
た
「
お
じ
る
橋
」

か
ら
海
を
見
る
。
セ
グ
ロ
カ
モ
メ

が
風
に
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
、
プ
ー
ル
状
に
な
っ
た
羅

臼
川
の
河
口
部
上
空
に
三
○
羽
ほ

ど
舞
っ
て
い
る
。

橋
上
に
は
、
遡
上
す
る
サ
ヶ
マ

ス
を
見
や
す
く
す
る
た
め
か
、
水

面
に
突
き
出
し
が
あ
る
。
足
元
の

歩
道
に
は
オ
サ
ガ
ワ
バ
イ
な
ど
の

ツ
ブ
類
や
、
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
カ
ラ
ー
タ
イ
ル
が
敷

か
れ
、
地
域
の
産
物
の
特
長
を
足

元
か
ら
視
覚
に
訴
え
て
い
る
。
街

路
灯
に
は
ワ
シ
が
オ
ブ
ジ
ェ
化
さ

れ
、
小
学
校
に
は
ワ
シ
・
シ
カ
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
レ
リ
ー
フ

な
ど
が
見
ら
れ
る
。
旅
行
者
に
、

こ
の
町
を
好
き
に
な
り
そ
う
な
気

に
さ
せ
る
、
地
域
の
特
性
を
主
題

に
し
た
Ｉ
Ｄ
的
演
出
で
も
あ
る
。

橋
の
上
か
ら
「
ヤ
ナ
」
が
見
え

》
言
、

た
。
サ
ケ
の
遡
上
に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
川
の
水
は
前
夜
か
ら
の
雨
の
せ
い
か
少
し
濁
っ

て
い
る
。
ヤ
ナ
の
前
で
反
転
し
た
の
は
、
体
長
か
ら

い
っ
て
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
（
ピ
ン
ク
サ
ー
モ
ン
）
か
。

水
中
に
は
産
卵
を
終
え
た
の
だ
ろ
う
か
、
ホ
ッ
チ
ャ

レ
が
沈
ん
で
い
る
。
生
の
始
ま
り
と
終
焉
が
交
錯
す

る
こ
の
季
節
の
川
。

橋
か
ら
港
へ
向
か
う
。
釣
り
船
の
案
内
が
電
柱
に

貼
っ
て
あ
る
。
羅
臼
港
に
来
た
。
ぎ
っ
し
り
と
漁
船

が
係
留
さ
れ
て
あ
る
。

漁
船
の
舷
側
に
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
代
わ
り
に
古
タ
イ

ヤ
が
ぶ
ら
下
が
り
、
岸
壁
と
き
し
ん
だ
音
を
立
て
て

い
る
。
ま
だ
台
風
の
う
ね
り
が
残
っ
て
い
る
の
だ
。

操
舵
室
周
辺
に
は
「
共
同
漁
業
権
漁
業
鑑
札
旗
」
「
平

、
年
根
海
共
同
○
○
号
」
と
記
載
さ
れ
た
旗
が
見
え

た
。
一
辺
数
十
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
旗
は
、
こ
こ

が
紛
れ
も
な
く
ビ
ザ
な
し
渡
航
が
行
わ
れ
て
い
る
北

方
領
土
の
海
で
あ
る
こ
と
を
無
言
で
物
語
る
。

船
の
装
具
を
点
検
し
て
い
る
人
と
話
す
。

「
こ
れ
か
ら
海
へ
？
」

「
い
や
、
風
が
ま
だ
強
い
な
」

「
何
が
獲
れ
ま
す
か
」

「
雑
魚
だ
。
ホ
ッ
ケ
、
カ
レ
イ
な
ど
。
冬
？
最
近

は
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
は
ま
る
で
ダ
メ
だ
」

「
ワ
シ
は
ど
う
で
す
？
」

「
そ
れ
だ
け
は
間
違
い
な
く
飛
ん
で
く
る
よ
」

そ
う
い
え
ば
、
漁
船
の
取
り
こ
ぼ
す
ス
ケ
ト
ウ
ダ

ね
ら

う
を
狙
っ
た
オ
ジ
ロ
ワ
シ
・
オ
オ
ワ
シ
の
飛
来
も
減

少
し
、
か
つ
て
「
ワ
シ
の
な
る
木
の
あ
る
場
所
」
と

し
て
有
名
で
あ
っ
た
サ
シ
ル
イ
川
や
モ
セ
カ
ル
ベ
ッ

川
も
過
去
の
話
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
（
そ
の
ワ

シ
類
は
、
最
近
内
陸
部
で
鉛
弾
中
毒
死
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
だ
）
。

も
や
い肪
を
整
備
中
の
人
と
話
し
な
が
ら
、
対
岸
に
横
た

わ
る
長
さ
一
二
二
キ
ロ
、
最
広
部
三
○
キ
ロ
の
国
後

島
に
目
立
つ
台
形
の
山
が
気
に
な
っ
て
、
「
あ
れ
は
爺

爺
（
チ
ャ
チ
ャ
）
岳
で
す
か
？
」
と
聞
く
。
「
こ
こ
か

ら
は
チ
ャ
チ
ャ
岳
は
見
え
な
い
よ
」

実
は
、
か
ね
て
望
見
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
国
後

島
最
高
峰
の
チ
ャ
チ
ャ
岳
（
一
、
八
二
二
メ
ー
ト
ル
）

は
、
ず
っ
と
北
東
方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
赤
と
ん
ぼ

の
メ
ロ
デ
ィ
を
流
し
な
が
ら
ゴ
ミ
収
集
車
が
港
に
入

っ
て
き
た
。
礼
を
言
い
、
通
り
の
ほ
う
に
向
か
う
。

漁
協
近
く
の
建
物
に
は
「
知
床
海
上
ト
レ
ッ
ク
観
光

船
の
り
ば
」
の
看
板
が
上
が
っ
て
い
る
。

●
ベ
ア
カ
ン
ト
リ
ー
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で

羅
臼
町
・
北
海
道
・
環
境
庁
な
ど
の
後
援
を
受
け

た
「
ヒ
グ
マ
の
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
趣
旨
は
、

①
知
床
を
、
冷
温
帯
性
の
針
広
混
交
林
に
お
け
る
本

格
的
な
ヒ
グ
マ
の
生
活
様
式
が
温
存
さ
れ
て
い
る
世

界
的
な
価
値
を
持
つ
場
所
と
位
置
付
け
る
、
②
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
、
毎
年
五
○
○
～
七
○
○
件
の
ヒ

グ
マ
の
出
没
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
や
国
立
公
園

利
用
者
が
遭
遇
す
る
機
会
も
多
く
、
そ
の
対
策
を
確

立
す
る
こ
と
、
③
人
と
ヒ
グ
マ
の
共
存
に
つ
い
て
、

国
内
外
の
事
例
報
告
を
受
け
な
が
ら
議
論
す
る
、
の

三
点
と
し
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
注
目
す
べ
き
だ
っ
た
の
は
、
初
日

午
前
に
行
わ
れ
た
ヒ
グ
マ
出
没
地
点
と
被
害
地
を
現

地
で
確
認
す
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。

林業技術No.7022000.9-⑲
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雄二の5蹴則ら
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《最終回》

ｾミナー⑤ からそうした林の下に育つことが

できる樹木が，上木の地位をねら

おうと侵入してくる。このように，

森林は，遷移の道筋を行ったり来

たりして，少しずつその姿を変え

ながら存在している。

森林の安定的な維持にとって，

さらに厄介なのは人間の介入であ

る。人間が木材やその他の林産物

を収穫すれば，皆伐，択伐を問わ

ず，林の形に大きな影響を及ぼす。

そうやって一度変容した森林がそ

の後どのような道筋をたどるかは，

壊された程度や周辺の環境によっ

てまちまちであり，予測が難しい。

一方，積極的な人間の介入が，

その林の安定的な維持にとって重

要である場合もある。日本のいわ

ゆる里山がそのよい例であろう。

実際に調べられた例であるが，東

大千葉演習林がある房総半島では，

落葉広葉樹林の下にはモミが侵入

し,放置すれば50年を経ずしてモ

ミ林へと変化してしまう。里山で

は，人間が常に使い続けることに

より，その変化の動きにストップ

井出
ぐ｢､ク

妻屯

変化する森林

私たちが目にしている森林はけ

つこう安定していて，いつでも同

じような状態で維持されているよ

うに見える。しかし，安定して永

遠に変わらない森林などありえな

い。

高校くらいの生物学で習ったこ

とがあるだろうが，植物社会は，

植生遷移といって，常にその場所

のさまざまな環境要因に規定され

た，ある一定の形に向かって変化

していくといわれている。そして，

その地域の環境下で最も安定した

植生の形，すなわち極相林に達す

ると，その状態が長く維持される

というのである。けれども，そう

した林でさえ，寿命が尽きた個体

が枯れたり，台風や土砂崩れなど

さまざまな自然災害などにより壊

れたりする。ただ,そうした撹乱の

サイクルが人間の寿命に比べて比

較的長いので，私たちにとって森

林の変化がたいそう小さいものの

ように思われるのである。

極相の森林でさえそうであるか

ら，ましてその途中相にある森林

では,上のような原因に加え,他種

との競争が常に存在しているから，

もっと過酷である。草原から森林

へ移り変わる場合を考えても，ス

スキなどの背の高い多年生草本が

繁茂している場所で芽を出した樹

木が，ススキより背の高い状態ま

で育つのは容易なことではない。

また，いったん林が成立しても，明

るい落葉樹の林ならば，後から後

毎
口
■

羅瞳土壹認罐星 林家の林業経営家 業 経 動 向の の芭砿

▼図所有規模別にみた林業所得と全産業勤め先平均収入の推移 保有山林面積20～500haの林

家を対象とした林家経済調査によ

れば,平成10年度の林家｜戸当た

りの林業粗収益は9年度に比べ

3.6％(4万8千円）減少し’28万

4千円に，また，林業経営費も9
年度に比べ5．6％（5万3千円）
減少して89万3千円となった｡こ
の結果，林業粗収益から林業経営

費を差し引いた林業所得は39万

’千円とほぼ前年度並みとなった。

保有山林規模別では，’00～500ha
層で157万6千円と20.5%(40

万6千円）も減少したことが目立

っている。

近年を振り返ると，増加傾向で
推移した昭和62年～平成2年度
の後，3年度には景気全般が減速

千円

7,000
6，61

』
籍
。
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0
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９
詔
詔
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I
資料：農林水産省統計備報部「林家経済調査報告」（各年度版）
総務庁r家計調査年報（各年版)」

する中で，木材需要の減少等から

林業所得は大幅に減少した。4年

⑩－林業技術No.7022000.9
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をかけてきた。

これまで，私たちは森林の管理

というと，いかに素晴らしい人工

林をつくり上げるかということに

力を注いできたが，自然の林をど

うやって維持するかということに

は，十分な知識を持ち合わせてい

ない。最近，里山を保存しようと

する動きが盛んだと聞くが，これ

も，かつての農村の生活の中でさ

まざまな慣行的な利用や規制に裏

付けられて成立した林であって，

遷移の過程を阻止するために膨大

な人手が必要であったことを忘れ

てはならない。今日では，原生と

いわれる森林でさえ，その存在で

きる場所は人間によって区分され

ており，もはや自由な移動などは

望むべくもない。そういう意味で

は，すべての森林が人間の適切な

管琿を必要とする状態に陥ってい

るといえる。

（いでゆうじ／東京大学大学院

農学生命科学研究科生圏システム
学専攻森圏管理学研究室教授）

わが家では，夏の家族旅行といえば海水浴と相場

が決まってたのですが，今年は趣向を変え山村体験

のツアーに参加することにしました。これは，都会
の子供に森林や山村を体験させようというツアーで

す。たった2泊3日の日程でしたが，ブナ林トレッ

キング，キャンプファイヤー，ホタル観察，トマト・

キュウリ摘み，地鶏卵拾い，マスつかみ取り，バー

ベキューなどなど，盛りだくさんのメニューが用意
され，そのいずれも楽しく興味深いもので，子供だ

けではなく親も十分に満喫しました。

実は，ふだんから森林の仕事に携わっている私自
身にとっても，今回のツアーには感心しっぱなしで，

特に田舎ウォークというプログラムには新鮮な感動

を覚えました。何のことはない，滞在している民宿
の周りをゆっくりと散歩するというだけのものです。

ただ，ガイド役の女性が，道すがら目にする畑の作

物や，トンボ，村の特産品，地蔵といったものの話

を雑談のようにしながら，村の紹介をしていくので

す。ほどなく一周して帰ってくると，ついさっきま

でどこにでもある田舎と思っていた山村が，何だか

素敵な魅力的な村に見えていました。

このガイド役の女性はいつもわれわれに付き添い，

ブナ林散策ではネイチャーゲームを用意するなど，

森林・山村と参加者との距離をどんどん縮めていき

ました。このようなイベントでのガイドの大切さを

痛感しました。

その数週間後，今度は私がガイド役になる機会が
ありました。職場に高校生を招待し，森林の研究を

体験してもらおうという催しで，私は森林の二酸化

炭素吸収について担当しました。やや難しい内容で

したが，現地調査や室内作業，議論に高校生たちは

熱心に取り組み，理解し自分で考え，そして楽しん
でくれたようです。彼らの森林への関心を，うまく

ガイドできたのではないかと自負しています。

さて，わが国では森林に対する関心や期待はこれ

までになく大きくなっていますが，それが森林に反

映されているとはとても言える状態ではありません。

このような行き先の定まらない関心や期待を，森

林・山村・林業を応援する側に導くガイド役が必要

不可欠だと，これまでになく思うようになりました。

もちろん，この夏経験したいくつかの出来事がそう
させたのだと思います。(ForestDiver)

（この欄は編集委員が担当しています）

掘
紗
八
穆
弓
ム
ー
ハ

度以降も山元立木価格の低迷など

粗収益が伸び悩む一方，経営費は
増加傾向で推移し，林業所得は減

少傾向で推移。8年度には新設住

宅着工戸数が消費税率改訂前の駆

け込み需要で増加したが，9年度
にはその反動による木材需要の減

少，木材価格の低迷から林業粗収
益，林業所得とも大幅に減少し，
'0年度もほぼ同水準となった。

また,林家がI0年度に林業生産
のために投下した総労働投下量は

1戸当たり74．4人日で,前年度に

比べ2．0％（|､5人日）減少した。

内訳では，家族労働が47.0人日

(前年度比2．6％増)に対し，雇用
労働は9．｜人日(同4．2％減)，請

負せ労働が18.3人日（同ll.2%

減）となっており，請負料や賃金
支払いを伴わない家族労働の比率

が相対的に高まっていることがう
かがえる。特に，直接労働の中で

も雇用労働への依存度が相対的に

高い大規模層ほど，雇用労働量の
減少が顕著となっている。

林業技術No.7022000.9-⑳
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}に生圏システ

〔京大学大学院

生圏システム学専攻
2000年4月に，東京大学大学院

農学生命科学研究科に生圏システ

ム学専攻が新設された。この専攻

は，生物保全学講座と生圏管理学

講座の2大講座からなり，前者に
は，生物多様性科学，保全生態学

の2研究室，後者には，緑地創成

学，森圏管理学，水圏保全学の3

研究室が設けられている。このう

ち生物多様性科学，緑地創成学の

2研究室は，それぞれ応用動物学

専攻の野生動物学研究室，生産環

境生物学専攻の緑地学研究室の改

組により設置され，残り3研究室

は新設である。また,5つある農学

部附属施設は今年度より大学院附

属となり，同時にその教官は，生

圏管理学講座を組織し生圏システ

ム学専攻の協力講座として大学院

教育にかかわることになった。

われわれの森圏管理学研究室は，

演習林を母体として設立され，井

出雄二(教授･育種学,樹木遺伝学）

と石田健(助教授･森林保全，鳥
獣生態学）の2人が担当すること

になった。演習林は，組織名称を

｢科学の森教育研究センター」と改

め，旧来からの森林科学専攻との

研究協力関係を維持しながらも，

生圏システム学専攻の協力講座と

して学際的な研究・教育への参画

を企図している。

生圏システム学専攻は,「自然の

中で科学する」をキャッチフレー

ズとして，フィールド科学の教

育・研究の発展と充実を目標とし

ている。その目指すところを表明

する目的で，去る7月6日の午後，

東京大学弥生講堂一条ホールにお

いて設立記念シンポジウムを開催

した｡幸いにして，’50名を超える

参加者を得ることができた。この

シンポジウムにおいては，まず，

樋口広芳(生物多様性)，鷲谷いづ

み(保全生態)および日野輝明(水

を十分に批判的に受け止めるのは

容易ではない。多くの課題に応え
られない。自分の理解の浅さを自

覚させられる。森林を対象としな
がら“専門領域”という言いわけ

であまりに狭い範囲の知識に安住

している自分を気づかせてくれる。

広い森林を健全に守り，長く利用

していくという理念を持つことと，
体系立った知識の必要性をこの本

は強く主張している。

小見出しごとの内容はよくまと

まり，多くは著者の現場での体験

に裏づけされた基礎的な内容であ
るからやさしい。ところが,l章

からVII1章をつないで描かれる「森

との共生」の理念は高く，知識の
体系は難しい。専門家であろうと

する人々にとって，この本は正座
して読むものである。

藤森隆郎著

I#
丸善ライブラリー322

森との共牛
持続可能な社会のために

発行所：丸善株式会社

〒103-8245東京都中央区日本橋2-3-10

sO3(3272)0521FAXO3(3272)0693

平成12年6月20日発行新書判，236頁
定価（本体780円十税）

「森林とは何か，森林の機能と
は何か」について一般の人たちか

ら専門家までが理解を深めること

を目的としてつくられている。私

たちに必要な森のめぐみを「どう

して引き出し，守るか」を語って

いる。このような大きな目的と広

い範囲の読者を対象とした本をつ

くることは至難の技であるが，こ
こでは100%実現している。

この丸善ライブラリーは，縦書
きで平易な用語が用いられ，一般
読者のために小主題ごとに内容が

分けられている。小主題が集まつ

て大主題が体系的にわかる仕組み

になっている。相当に多くの一般

の人たちがこの本の全部か一部に

目を通すであろう。そして,正しい

理解による森林への興味を引き出
すので社会的な貢献は非常に大き

い。図解と写真がほどよく配置さ

れており読み進むことができる。
普通の人が寝転んで読める本であ
る。

ところが，この本の内容は専門

家に難しい課題を突き付ける。森

林の利用と保護にかかわる行政，
教育，経営の専門家が著者の考え

僅 幻
１
１

一
一
一
一
》

癖息
森
ソ
め
共
生

縄
腿
叫
腫
尊
辻
金
の
脱
め
侭
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林政拾這抄言'一

|歴史蝋上資産の森|』
設立趣旨説明に立つ井出氏

域保全）の3教授の，それぞれ鳥
類の保全に関する広汎な研究例，

保全生態学の重要概念，水域保全

の今後といった内容の基調講演が

行われた。

後半は，武内和彦教授（緑地創

成）の司会により，恒川（緑地創

成)，宮下(生物多様性)，石田(森
圏管理)，岡本(水圏保全)の4助
教授による話題提供と，それを受

けてのパネルディスカッションが

行われた。恒川は，源流から海ま

での景観の統合的把握宮下は，

場の中での生物間の食物連鎖など

のつながり，石田は，森林とそれ
を取り巻く自然・社会環境として

の森圏という場，岡本は，特に干

潟のような陸域と海域を結ぶ場

を示して，それぞれの相互のつな
がりや学際研究の可能性と，その

ための概念的・技術的手法の可能

性について述べた。質疑応答の中

でも，自然の中で科学することの

具体的な意味，具体的な社会貢献
への取り組みの重要性などが指摘

され，課題の大きさとともに期待
の大きさも感じられる雰囲気の中

で，シンポジウムは閉じられた。

でも，神社の森はその地域の緑

の環境づくりに大きく貢献して

いる。伊勢市に隣接する玉城町

では，この町にある神宮の摂社

や末社などの森を「歴史文化資

産」として，緑の環境の中で位

置づけている（町づくりマスタ

ープラン）こともその’つの例

であろう。写真に示した鴨神社

(摂社の｜つ)の森はスギ，ヒノ

キ，カシ，クスなどが茂り，豊

かな水源としての1.5haの森

で，まさに地域の「水と緑の拠

点」にふさわしい内容を持って
いた。これらの森のこれからの

取り扱いは，今後のこの地域の

大きな課題となると思われた。

訪れたときはたまたま,｢モデ

ル森林の推進に関する国際ワー

クショップ」の第2回会合が伊

勢市，宮川村で開催される直前

であった。モデル森林は，環境

保全や野生生物との共存を図り

ながら持続可能な森林経営を行

うための現実的モデルを考える

ことを目的としている。伊勢市

や玉城町で出会ったような「歴

史文化資産の森」をどのように

モデル森林づくりの中で位置づ

けていくか。これは今後の大き

な課題であろう。

（筒井廸夫）

三重県伊勢市を訪れ，これか

らの町づくりの方向をうかがっ

た｡r世界に開かれた交流都市を

目指して」とうたったマスター

プランを,平成25年を目指して

つくろうとしている。このプラ

ンでは，伊勢市を「生成り，は

じまりのまち」と性格付け，「個

性のきわだった古い歴史文化の

あるまち」をつくろうとしてい

る。この町に培われてきた古い

独特の文化を守り継承し，その

歴史文化の遺産を生かし，個性

ある交流拠点の都市にすること

を町づくりの理念としているよ

うである。

そのことは，伊勢市のマスタ

ープランの中で「神宮の森」を

町の歴史文化資産のシンボルと

して位置づけていることからも

うかがえる。神宮の森は，これ

まで神宮の造営用材の供給地と

してのみならず，神域にふさわ

しい森厳な雰囲気を醸し出すほ

か，五十鈴川の豊かな水を養い，

美しい景観をつくる環境林とし

ての価値を保つことを目的に管

理されてきている（第6次管理

経営規定）が，その森を地域の

緑の環境の一環として位置づけ

ようとしているのである。

伊勢市のみならず周辺の町村

I

(東京大学大学院森圏管理学研究室／
井出雄二・石田健）

今，シアトルにこの本を携えて

日本大学の学生諸君'4名とアメ
リカのエコシステムマネージメン

トの実践現場を訪れている。アメ

リカの専門家は伝統的な林業から

の脱皮に森林現場で挑戦している。

その目標は藤森隆郎氏の描く「森

との共生」そのものである。日本
で高い目標が本により掲げられた。

私たちはこの提言にどう応えるか

が問われている。

(日本大学生物資源科学部教授／
木平舅吉）

ｆ
朝
Ｉ
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鳥取県林業試験場研究報告第38号

平成12年3月鳥取県林業試験場

ロケヤキ林下に植栽されたスギの倒伏被害一蕊・多

雪地帯における広一針二段林施業の問題点－

前田雄一

口松くい虫被害跡地での台切り萌芽によるヒサカキ

の活用

谷口紳二

口水性高分子イソシアネート系接着剤によるスギと

アカマツの異種接着性性能

川上敬介・大平智恵子・大原明伸

口誘引剤を用いたキバチ類成虫の発生消長調査

井上牧雄

ロ鳥取県産材の強度性能(1)一スギ及びマツ丸太の1I11

げ強度性能－

大平智恵子・川上敬介・大原明伸

愛媛県林業試験場研究報告第20号

平成12年3月愛媛県林業試験場

ロ愛媛県における不識村者所有森林の森林管理に関

する調査

古川均

口鯛酋着生量の少ない愛媛県産スギ精英樹の選抜

石川実

ロ針広混交林の造成技術に関する研究

石川実

ロ愛媛県におけるキバチ類の分布と材変色被害の実

態ならびに防除の試み

稲田哲治・井上功明

ロスギ材の耐久性向上に関する研究一各種防腐薬剤

のスギ材への注入性の検討と野外効力試験一

村口良範・武智正典・三好誠治・越智仁夫

ロポリエチレングリコールによるスギ挽き板の寸法

安定性の改善

村'二I良範

ロスギの材色特性と着色技術

古川均

長野県林業総合センター研究報告第14号

平成12年3月長野県林業総合センター

ロカラマツ及びスギ心持ち柱材の高温乾燥特性

吉田孝久・橋爪丈夫

ロカラマツ心持ち正角を原料とした合わせ貼り軸材

の製造技術とその品質評価

吉田孝久・橋爪丈夫・馬渡栄達

口カラマツ材の圧密化処理条件の検討

柴田直明・吉野安里

ロオリゴエステル化木粉含有シートを用いた木材の

表面加工

柴田直明・吉野安里

ロデッキポード部材の開発(1)一製材及び乾燥特性と

強度性能評価一

吉田孝久・橋爪丈夫・馬渡栄達

ロデッキボード部材の開発(2)－デッキボード部材の

野ﾀ曝露試験－

吉野安里・柴田直明

□きのこ廃菌床等の畜産的利用に関する調査

増野和彦・小出博志・大矢信次郎

口シイタケ菌床栽培の安定化に関する試験

竹内嘉江・小出博志

口林地における菌根性きのこ類の栽培試験

竹内嘉江・大矢信次郎・馬渡栄達

口冷温帯地域における広葉樹林施業技術の確立(V)

飛岡完治

口積雪地帯における福井スギ生産保育技術体系の確

立（Ⅲ）

飛岡完治・原珊雛

口野生獣類に係る森林被害防除法の開発並びに生息

数推移モデル確立のための基礎調査（Ⅳ）

三浦由洋・渡辺一夫

ロナラ類の集団枯損原因の解明と防除法に関する調

査（Ⅳ）

渡辺一夫・三浦由洋

ロ酸性雨等森林衰退対策事業

渡辺一夫

ロニュータイプきのこ資源の利用と生産技術の開発

赤松やすみ・松田正宏

□「栽培地を利用したハタケシメジ栽培」の実用化
試験(I1)

赤松やすみ・松田正宏

口菌根性きのこの人工接種技術の開発（Ⅲ）

山田清

口新素材を活用した菌床きのこ栽培技術の開発

山田清

ロガンピ振興栽培技術の開発

原雅継・今井三千穂

鳥取県林業試験場〒680-1203鳥取県八扉郷河原町大字稲常113TEL.0858-85-2511FAX.0858-85-2512
愛媛県剃薬試騒錫〒791-1205愛媛県上浮穴郡久万IIU菅生字宮ノ前280-38TEL.0892-21-2266FAX.0892-21-3068
長野県林業総合センター〒399-0n1長蝿黒塩尻市大字片丘字狐久保5739TEL.0263-52-0600FAX.0263-51-1311

★ここに紹介する資料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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主催団体／会場／行事内容等

I▲_‐一UP合一

主催行事名 期間区分

ワールドスクールネットワーク（東噸都中央区日本橋本II12-5-2a03-
3割4-6540)／①東京～山口県:11本で,環境教育について勉強している米
国人制学生グレゴリー･マイケルが,1]本の山村を徒歩で縦断しながら各
地の参加団体を訪ねる,②参加剛体の各地域で各プロジェクトごとに，ま
とまった締果をオンラインで意見交換する。

編j叫木材組合連合会(福順li羽水3-110a0776-35-5663)・補井隈森林
組合迦合会（橘井市江端町2()-le0776-38-0345)･福井県木材術場連盟
(禰jII稲沖町5()-1-1a()776-I11-3730)/'編井県嶺北木材林雄協l剣組合
(柵ﾉ|:lli合脇IIIJ3-1)/市場7m1体が雌内統一の優良材.まつりを行う。

尚尾1I1森林マラソン実行委員会･練林マラソン組織委員会（文)i(区本郷3
-1,1-12a03-5684-8113)・(社)I11･t緑化椛進機構（千代田区平河lllj"2-7-5
aO3-3262-8451)/東京都八王子'li1|斯尾III(大平国有林）

全国延投労働組合総連合（束東部新宿区間、馬場2-7-15a03-3200-
6221)／広脇県立総合体育館（広端市'i1区堆町4-1a082-228-1111)

①94～
12．15

②10.1～31

各地域 ワールドスクールネットワ
ーク

第2回『ふくい鼎の森』優
良材まつり

福井 9.15～10．2

第4回I蒲尾山森林唯遊学入
会

禦凍 9．24

全建総連第16LII余脚1'ril
技能競技大会

9．27～29広島

10月
催団体／会場／行事内容等区分|｜行事名I-期間 王

(社)図上緑化推進機構(上記同)／フィンランド，オーストリア，ドイツ／
企厭1のrl到民参加の森林づくり.l術熱併を対象に，ボランティア活励，森
林施蕊，水質バイオマス発髄群で先進的な欧州各国を訪|制，祝擁する。

林紫・木材製造業労働災害防止協会（東京都港区芝5-35-1雌業安全会館
(;FaO3-3452-4981)/札幌II轍肯文化会館（札幌市中央区北1*13a
011-271-5821)/林業および木材製造業における労働災筈の防1l:を図る・

海外|蕊誹鰹林つくり海外
1().2~13

北海道|爵,鵬響林材蕊労鰯災
10．5

こおける労働災筈の防止を

委員会事務局(長崎市江戸
勾線3076)／長崎ilj民会節
ける防災に関し討論を行う

皇代田区飯田橋4-9-9a():
｢崎'li橘通東1-11-1県林謝
ミットホールおよび宮崎卵
l遮について討議する。

lltlll谷区松原2-42-1jla(

第32回(社)砂防学会シンポジウム災ii委貝会事務局(長崎市江戸町2-13
長崎県土木部砂防課内壷095-824-1111内線3076)/長崎ilj民会館文化ホ長崎|蕊蝋(社)”学会ｼ〉

10.5～6

一ル（壷095-825-1400)／斜而都'liにおける防災に関し討論を行う。

全唾|山林械苗協同組合連合会（東京部千代田区飯田橋4-9-9盆()3-3262-
3071)・寓崎県緑化樹苗腱業協側組合(寓崎'li橘通東1-11-1県林業会館内
画0985-22-2929)／宮崎シーガイア･サミットホールおよび宮崎県内視察
WI修地／全図の山林種茄等生態将が術IHl遮について討議する。

(社)|｣本ネイチャーケーム協会“京郁lltlll谷区松原2-42-1'la03-5376
-2733)／令剛缶地の公圃，緑地，森林など136会場／全国各地の市民が，
身近な公{刺や緑地あるいは森林で何lil一涛にネイチヤーゲームを行う。

宮崎’第“向全萠遮大会 10.12～13

全国第9回全国一鮮尚然とふ
れあうネイチャーケーム大
会

愛媛第11回全岡森林サミット
in久万

10．15

久〃111｢・第11回全国森林サミッl､in久万実行委員会（上浮穴郡久万111
212久ﾉｱ!11｢林業課内竃0892-21-1111)/l:浮穴産業文化会館ホールほか／

10.15～16

都市と111林が共生する新たなシステムづくりについて討議する

全図錦木迎合会(東京都江東区新木場2-1-6s03-3521-0217)/協同組合
秋川県銘木センター(秋田螺能代117河戸川字砂崎3-1a0185-54-1511)/
余圃各地から出品される多数の銘木の巾から優良出品材を表彰。

秋田’第44回全国銘木展示大会 10.18～幻

災崎眺↓(長崎市江戸川2-13口然傑独撫公()95-824-1111)・厳原町(下隈
郡倣原町大字国分1“1観光商l:抑壷092()5-2-1211)/厳lH(町文化会
ifi/IJIの天然記念物「竜良ll1原始林」と「長崎県対馬」の直樹･巨木林等
を通して，自然遺産の保存，自然保鯉蔵識の高揚を図る。

(財)l｣本レクリエーション協会（束京都千代田区三崎町2-20-7303-
3265-1241･1)/群馬県前橘市／余暇生活の充実を目標としたレクリエーシ
ョン巡勤の推進を目指し．参加獅とﾙ(民との交流を行う。

NPO('特定非営利活動法人）国産材住宅推進協会（大阪巾淀川区宮原3-
3-11-202s06-6395-3332)/大阪･森之宮ピロテイーホール（大阪市中央
区森之御11央1-17-5)/資鯨の有効利川，森株の持続可能な活川への腿撒
を深める。

長崎|'"野尽を織ろう金l'il
1().27～29

鮮馬|譽勢鴎職耀ｴー ｼ
1027～29

大'夜|総曹勢謙か-第6'‘‘’
10.28

女子ﾉ<学(品川区東五反出3-16-21a03-3447-5551)/東京凶際フオ
ムホールC(千代田区丸の内3-5-1)/創立50周年を機に教育理念

東京清泉女子大学剛．
記念フォーラム
う地球のために
とはじめようと
ること」

清呆
一う

であ
間胆

年
よ
こ
き

周
め
る
で

10.30f5()

はじ
でき
私に

1

るrキリスト教ヒューマニズムに雌づく人間教育｣の一環として蝋境
を取り｜もげ，水・森林問題をIII心に，標記フォーラムを突施する。温

〃
口

プロの炭焼き師がノウハウを指南！炭焼き師養成講座参加者募集！“…･主催:fr11職川林産協会，共催:lll梨鼎背出林
務蛎務所，日時？平成12年11"19日(1])～25u(_|:)=6irl71二1，実施場所：山梨隈南都留郡鳴沢村近辺（衡土北灘，
1水ヶ原樹海の近く)．講師：小林礼一，渡辺義行、波辺ﾈll治(現役炭焼き師).定員:10名(先着順),受講料：無料(滞在
にかかわる藍用は参加者負担)，作業内容二原木の見分け方，伐採搬出作業，窯入れ，蒲火作業，窯の管理，窯の消火，無出
し作業，製品作りなど。その他：作業樋によっては雌夜をilllわず実施。宿泊場所等については紺談に応ず。原則として全に1
狸に参加できる方にlﾘ“･未成年者の参加,l司作は不可。間合先：山梨県吉、林務.11噸所林業振興課林業指導担当･燃臘(公
0555-24-9044,FAX24-9()49,E-Mailsaitou.urw@pl･ef.yamimaShi.jp,参加申込:I”ﾘ『，氏名，性別，電蔽･FAX|需号，
E-Mailアドレス,生年月Uを吉I11特用林産協会4嚇朋(〒40'l-0301II1梨県南都留郡河、湖町船津6663-1爾士北施森林組合
内捌当：志村．公0555-72-23()(),FAX72-2982)まで。

林業技術No.7022000.9-⑮



■秋田事務所に続いて日林務 協 室匠司知事務ﾛ事務所が開所しました し
北海道事務所
〒060-0004

(所長：中易紘一＝なかやすこういち）

札幌市中央区北4条西5丁I_I-1北海道林業会館2階TEL011-231-5943,FAXO11-231-4192

東北事務所（所長：増田晃）
〒020-0024臘岡市菜園1－3－6農林会館8階TEL019-626-7616,FAXO19-652-3635

宮城事務所（所長：小泉隆夫）
〒980-0863仙台市青葉区川内追廻住宅525TELO22-227-0924

前橋事務所（所長：木村征二）
〒371-0035前橘市岩神町4－16-25関東森林管理局内TELO27-235-0404.FAXO27-235-0400

大阪事務所（所長：大橋勝彦）

〒540-0036大阪市中央区船越町1－6－1森研会館TEL06-6941-5862,FAXO6-6941-0224
九州事務所

〒860-008］

(所長：中原英泰）

熊本市京町本丁8－17熊本林業土木会館2階TEL096-326-5381,FAXO96-326-5382

沖縄事務所《6月15日開所》（所長：謝花喜績＝じゃはなきせき）
〒901-212l浦添市内間3-23-7TEL/FAXO98-877-3864

秋田事務所〈8月1日開所》（所長：関和彦）
〒010-0037秋田市楢山愛宕~ド8-3TEL/FAXO18-833-0532

高知事務所《新設・9月1日開所》
〒780-0025高知市愛宕山90-11

平成12年度（第23回）

『空中写真セミナー』開催
のご案内

●主催細日本林業技術協会

●後援林野庁・日本製紙連合会

●目的：本セミナーは，空中写真
を現在利用されている方々や今後
新たに利用しようとされる方々を

対象に，空中写真を効果的に利用

するうえで必要な実技や現地演習

による実務中心の研修を行い，空
中写真の高度利用による諸施策の
効率的な実施と経済社会の発展に

寄与することを目的として，㈱日
本林業技術協会が実施するもので

す。

●期間：平成12年10月16日(月)～
20日闇の5日間

●会場：㈱日本林業技術協会会議
室（〒102-0085束京都千代田区
六番町7）

●研修人員：25名

●参加費：35,00O円く研修費･教

材費・現地演習愛(消費税込)等＞・
ただし，セミナー参加のための交

通費，宿泊費は各自ご負担願いま

す。

●申込み方法：平成12年9月20

日までに所定の申込書(当協会に

あります)にご記入のうえ,細日本

林業技術協会研修室あて送付して

ください。なお，定員になりしだ

い締切となりますのでご了承くだ

さい。

●問合せ：当協会研修室(直通壷

03-3261-3866,担当；小原,加藤）

⑯－林業技術No.7022000.9

(所長：十萬眞一＝じゅうまんしんいち）
TEL/FAXO88-872-1978

壷本会各支部連合会開催のお知らせ…本号p.35にありますのでご覧く
ださい。

ロ蚕2001年本会新規採用のお知らせ…Iｴl際協力,森林環境等の分野を若干

名採用します。詳しくは日林協ホームページ（アドレスは当ページ奥付
柵にあります）をご覧ください。〔担当：総務部森下〕

11 脇｜]会llの||う||ごnき’
◎研修

8/24～25，セネガル国環境自然
保謹省水・森林・狩猟・土壌保全
局,M1･.AmsatouNIANG,｢村
落林業｣。
9/7,インドネシア国林業省森林
保護局,Mr.DanangPl･amadi
MARDIJONOほか1名,「リモー
トセンシング｣。

9/11，パラグアイ国農牧省林野
局,M1･.Lol･enzoDllartaACOS.

TA,「林業行政｣。
◎技術開発部関係業務
8/25,於本会,「松くい虫被害変
動要因対策事業｣平成12年度第1
回調査委員会。
8/31,於本会,｢酸性雨等森林衰退
対策事業(森林衰退動向調査事業)」
平成12年度第1回訓査委員会。

◎熱帯林管理情報センター関係業務
8/17,於本会9rシベリア.極東地
域森林・林業協力指針策定調査事
業」平成12年度第1回調査委員会。
◎調査研究部関係業務
8/10,於本会,｢水源地森林磯能研
究会」平成12年度第1回委員会。
◎本年度林業技士養成講習

本会主催の講習会が，9月から
スタートし，本年度は近年になく
多数の受講希望の申し込みがあっ
て，林業経営105名，林業機械18
名,森林評価22名,森林土木49名
の各部門合計194名(前年比十64
名)が受講することとなった。
◎人事異動（7月31日付）
退職岡村敏雄（空中写真室）

（8月31日付）
"IIIr1ｺ敬造（調査第二部）

林業技術第702号平成12年9月10日発行

編集発行人弘中義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人日本林業技術協会。

〒102-0085束京都千代田区六番llll7TELO3(3261)5281(IC)
振替00130-8-60448WFAX()3(3261)5393(代）

【URL]http:"wwwjade.dti.nejp/~Jafta

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby
TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会費3,500円・学生会費2,500円・終身会灘個人)30,000円〕



業界をﾘｰドする林業土木コンサルタンツの

すぐに役立つ技術図書
q

Fu
－1A

qqI■亀■■6

構造物標準設計
工事の合理的な設計･施工に必須の擁壁
)標準設計シリーズ）

:（重力式ｺﾝｸﾘーﾄ、
もたれ式コンクリート、
コンクリートブロック､2段式擁壁）

縄甲ヨョ、甲04赤で

灘襄
等構造物の

準
鋤ハンドブック森林 木土

擁壁I森林土木技術の基礎から応用までを網羅した森
林土木技術者必携のハンディな技術書
B6判1239頁9,200円(税込送料別）

林野庁監修

も
．

~

修

をつくる植物ガイ膜自然 A5判254頁4,500円(税込･送料別）

道｡環境保全の木と草一一治山･林

｜

’
』

よる植物のガイドブック
A5判376頁5,000円(税込･送料別）

林野庁監修

る緑化工ガイド自然をつく
一緑の再生と創造一

豊富なカラー写真と専門家による分かりやすい
解説の緑化工のガイドブック
B5判224頁5,000円(税込･送料別）

I
議讓ま

治山ダム･土留工断面表
廼
掴 山ダム･土留工断面

治山工事の合理的な設計･施工に必須の治山
ダム･土留工の標準断面表
CD-ROM付

A5判427頁4,000円(税込･送料別）

道路円曲線路 表
標準仕様書様事 準曲線半径が小さく、曲線の数多い林道の設計・

施工のために作られた道路円曲線表

ポケット判473頁1,600円(税込･送料別）

一L■I

A4判145頁2,040円(税込･送料別）

林業土木コンサルタンツが

独自に開発した測定器
詞マー．-"‘･…1

土力計(地盤支持力簡易測定器） 特許取得PAT.3083484
基礎地盤の支持力が現場ですばやく判明するため従来の試験と比べると

余分な床掘を防止でき､工事費の削減に貢献試験ｺｽﾄが安価
地鵬支持力不足による擁壁倒壊を防止短時間で測定(約30分）

土 測定器）特許取得PAT.30地盤支持力簡 4特許取得PAT.3083484
従来の試験と比べると

試験ｺｽﾄが安価

短時間で測定(約30分）
装置の現場搬入･搬出が容易
評価がすぐ出来､現場の対応が迅速取り扱いビデオ付

定価198,000円(税別･送料別）
『

購入のお申込みは､FAXO27-323-3335'､
〒370-0851群馬県高崎市上中居町42-1TELO27-330-3232

（財)林業土木コンサルタンツ技術研究所FAXO27-323-3335
URLhttp://www・cfC-ri.orjp E-mailcfCri@mail.cfC-ri.orjp

除林土木構造物標準設計

擁壁Ⅱ（鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ擁壁）

B5判解説書付
B4判188頁40,000円(税込･送料別）

蕊
森林土木構造物標準設計

橋梁I（鉄筋ｺﾝｸﾘーﾄ床版橋）

B5判解説書付
B4判269頁50,000円(税込･送料別）

‐二蓉声

… ‐顎"－－霞
森林土木構造物標準設計

排水施設I(ｺﾝ列-卜管､ｯｸｽｶﾙバーﾄ）
B5判解説書付
B4判171頁40,000円(税込･送料別）



安全､そしご人と自然の調和を目指自全 目人 の 0jbb，

巾広い適用害獣
ノウサ兼カモシカ、そしてシカに忌避効果

力認められた初めての髄"タイプ忌避剤で寵

散布が簡単
これまでに無､ゾル剤で､シカ､ノウサギの樹

紳淵踊の皮剥ぎ被害に-予防散布が(fえます。

長い効果
繋縦は無私〈乾燥し､降雨による流亡がなく．

食害を長期{ﾆわたって防止しきす。

安全性
有効成分のジラムは､殺菌剤として鍔F使用

されてきた低溌悩薬剤で灘通物です。

野生草食獣食害忌避剤
農林水産省登録第17911号

・
・ ■水和剤
造林木を野生動物の食害から守る

販売［鴎大同商事株式会社製造保土谷アグロス株式会社
本社／〒105-0013東京都港区浜松町1丁目10番8号(野田ビル5F)
東京本社03(5470)8491㈹／大阪06(623I)2819/九州092(761)II34/札幌0II(563)0317

カタロクのご鮒求は､上記縦所へ窃盗

ク

野生動物と共存 特許出願中

キサチューサチ
シカ・カモシカ‘ウサギ・ネズミ

食害完今防Iト
ヘキサチューブ．は獣害防止械助金メニューに入っています
現在1500本/ha以下または2000本ハ,a梢栽に変わっています

減 止える軽 防耐測りの誤伐豪雪に

化撫IR恕賭鰐
■営業部京都

〒613-0034京都府久世郡久御山町佐山西ノロ10－1日本フアミリービル3F
TELO774-46-1351(代)FAXO774-48-1005
e-maiihckyoto@mug,biglobe.、⑧.jp

■営業部東京

〒101－0052束京都千代田区神田小川町3-28昇龍館ビル302

TELO3－5259－9510FAXO3－5259－9720」

写真は植栽後4年のスギ

(チューブの長さ140cm)

ノし
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測る
あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）・辺長を

圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同II"!I定できる外部出力付の一

タマヤスーバーブラニクスβ
測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け

！

４……“.睦画

鐸

’ ’検査済み±0.1%の高精度

字典はスーパーブラニクス〃の傾噸タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷ll#に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでごII#入

されたときからすぐ±0.1％の高結度でご使用になれます。

ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ニ
ク
ス
に
β

使いやすさとコストを
’

’コンビュタフレンドリィなオプションツール
追及して新発売！

16桁小型プリンタ、RS-232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付吟
標準タイプ･･…

プリンタタイフ

￥160.000

￥192．000

（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

’測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

〆 、
豐當な機能をもつスーパープラニクス

の最高峰スーバープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーパーブラニクスαは、座標、辺長、線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、コ

ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

力を術えた図形測定のスーパーディバイスです。
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1日林協 話題の本I'二’ の 題
■前橋営林局(現･関東森林管理局)編

オオタカの営巣地における
森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一

平
成
十
二
年
九
月
十
日
発

昭
和
二
十
六
年
九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
論
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）
林

■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／

●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討
●間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

國唾廿恥埴卿乳0凹鴬R、四

一厩震需卿人工林林分密度管理図
林野庁監修（待望の復刻･全22図／解説書付）

●昭和53～62年にかけて製作された賑人工林林分密度管理図』－

スギ､ﾋﾉｷ､アカマツ､カラマツ､広葉樹(ナラ類･クヌギ)の5樹厘を■各図A4シート・
ホルダーケース入

対象として地域別に作られ(全22図)､わ力掴の森林整備における
（解説書付）

蟇礎的技術資料としてさまざまな分野で使用されています｡特に

間伐の実行に有力な判断材料を提供します｡■定価(ｾｯﾄ価格)(本体2000円十税).〒料別

國負肩“口角可…側酉”■

声P－扇忘冒而忘扇
、興画…典v卿侮画口自画

■
。
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開発援助に携わる人々の必読書。授業教材としても高い評価。
関係国でも多くの翻訳一一待望の日本語版登場／ 本書の構成･･･日本の自然・動植物。森林帯とその特徴。

マイケル･M･チェルネア編/｡&開発援助と人撤学”勉強会訳日本の森林の歴史。所有形態・管理・法体制等。日本の人工林。

開発は誰のために"糀黍篇i襲i猟。
●援助の社会学･人類学● JoSASSEジヨー.サッセ

オーストラリアビクトリア州天然資濠環境

PUttingPeOPleFirStSoCiolOgi"IIVaiiablesinRumlDeveloPmc,'l省.林木技術ｾﾝﾀー主任研究輿｡農学博士
B5判,408頁，定価(本体3500円十税)B5変型80頁定価(本体1000円十税）

第
七
○
二
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森林の地理情報システム(GIS)はここまで来ているノ各界に大きな反響/好評発売中／

森林GIS入門:鴇臘介
一これからの森林管理のために－新しい時代の森林管理･森林情報とは。
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お求めは……社団法人日本林業技術協会事業部
〒102-0085束京都千代田区六番町7TEL.03-3261-6969FAX.03-3261-3044
図書のお求めは書名・冊数・送付先・電話・氏名を明記のうえFAXでどうぞ。

お求め 本 業技 まで協 業

日林協の〈刊行物・ビデオ・物品等の総合目録＞がございます。ご利用ください（事業部）

東京書籍発行の好評木の普及書シリーズ発行の好評の普及害シリーズ四六判､日林協編森艤……"蝿洲…災《灌薑､、
薩
可

●これらの図書は、書

◆東京書籍株式会社〒114-8524束京都北区堀船2-17-laO3-5390-7531FAXm7538

好評既刊（価格は本体価格です）
『森林の100不思議」217頁、981円、1988r森の動物の100不思識』217頁、I,l65円、1994
『森と水のサイエンス』176頁、1,000円、1989r木の|00不思議』217頁、1,165円、I995
r土の100不思議』217頁、1,000円、1990『森の木のl00不思議」217頁1,I65円、I996
r森の虫の’00不思議』217頁、1,I65円、1991rきのこの|00不思議」217頁、I,200円、I997
r続・森林の100不思議」219頁、1,I65円、|992r森を調べる50の方法」239頁、1,300円、|998

『熱帯林の100不思議」217頁、1,I65円、1993r森林の環境100不思餓』215頁、1,300円、1999

ぐ『里山を考える101のヒント』2000年発行、本体1,300円十税、224頁
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	2000年9月号目次

	論壇_｢私有公営｣分収林業を｢地域森林｣輪伐計画で考えれば

	緑のキーワード_里山林／新刊図書紹介

	特集_20世紀の森林･林業●Ⅷ国産材の利活用2_広葉樹利用技術の進展
 
	特集_20世紀の森林･林業●Ⅷ国産材の利活用2_国産材と木造建築

	特集_20世紀の森林･林業●Ⅷ国産材の利活用2_｢農林水産省統計表｣に見る木材生産量の推移

	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_デジタル情報を用いた目に見える国有林経営

	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_センサーを利用した確実な伐倒方法について
 
	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_北海道型フォレストスケープ(森林景観)の確立に向けた施業方針の検討

	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_｢低コスト林道の開設について」林道ネットワーク化の促進
 
	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_上松ヒノキ天然林の漸伐施業試験について

	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_ミズナラ造林試験地の現況について／海岸防災林造成の－考察

	第46回林業技術コンテスト発表要旨Ⅱ_周桑森林組合林産物加工施設における集荷・加工方法の改善について／ボランティアによる「国民参加の森づくり」の展開について

	会員の広場_ポプラ樹幹内に発生した腐朽部上辺カルスから発根した不定根について

	海外勤務処方箋_BuongiornoFAO_2章_POO(プー）

	｢北の森◇北の風」通信18_ヒグマ-第1回-北方領土の見える町で

	井出雄二の5時からセミナー6最終回_変化する森林／統計にみる日本の林業_林家の林業経営の動向／こだま_森へ導く人

	グリーングリーンネット／本の紹介_森との共生／林政拾遺抄_歴史文化遺産の森

	技術情報

	林業関係行事一覧

	協会からのお知らせ

	奥付対向

	表3対向
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